re fcr te 


NE 


aa CHE SE Ts SED ERNE 


(HG HEGKYID PAF TT) 0. ce cele cece 
i PHAROS ICE YC (3H)... 


HTS ATA OMBSNS B UI 


ere eee DIKANEGENEOVYT «ws. 


会 報 及び HER 


投稿 者 へ の 希望 
BWA Bese a Se 
HAAN 26 年 度 会 計 報告 


地学 概論 下 伏 (改訂 版 ) 


ty fe 


SNA Ota FS GEO RSLS 


mate OS RUEE Va KE D ERM VEPSICINS SHB 


外 7 件 
外 6 件 


金属 鉱床 学 鉄 石 に 於 ける 組織 及び 鉱物 の 構造 の 分 類 と 定義 外 8 件 


Ai MK 4 トル ュ = の 石油 , 瓦 匠 及び アス フ ア テア ルト 


SBR ARM KREMMOREAT HY 
Ai 


外 5 件 


we 石 洋 オイ ルコ ュー クス の 熱 化 学 的 隆 質 に つい て 外 3 件 


a2 8B % 学 Nortonite AOR EMM 


外 2 件 


HALA BRAGA EDR BA EN 
A AS er i On Di OS SE 


2 me 


BBEAOBE KAISKORICSIERLTE Slo 

1. SALE L, これ に 英 六 の 表題 と 英文 要約 を 付す る こと 。 

2. 論 父 の 長 さ は 原則 と し て 図 及 び 表 を 含め て 刷 上 り lORDANLT So 特に 長い 論 
廊 は 費用 の 一 部 を 著者 が 自首 する こと 。 。 

3. 原稿 は 原稿 用 紙 に 紅 書 き と し , 現代 か な ず か い を 用 い , 引用 文献 は 頁 繁 に その 下 
CHES L'CBARATS CLO 

4. LAR SEM OGRMICR NIRA Y ク で 大 きく 描き , 1/2 ま た は 1/3 
等 に 縮図 する に 適する よ 53, MECHEAKS (Bs Cho MOM NEL, 
いと き は その 費 用 を 著者 に 申し 受け る 。 

NS ° 

6, 別刷 の 数 は 100 部 以内 と LAB CORE ROMBICAT Cho 但し その 
BALAN BEO BBL T So 


BRE 26 SBHRS MM ERASSRHe ROM OMEMLETO 


収入 の 人 部 ( 支出 の 部 
0 000 HN O70 
MACS ク ナ ン \ oe 4,752.97 ) OBE 
A— Re ete) 0 (a (SHB BE ……………… 20,840.00 
文 就 省 研 究 成 果 . ....50,000.00 ; \ ES 6 AYE BP cee eeeeeeeeeees 1,160.00 
HAE Re FP BE (HERES) em。 532.90 
EERE Meher sas 
2+ 189,890.60 : at 189,890.60 


BAICBRAeLELRIHO, ABD bSMRMESOBMEZICIZSRD, SBE 17 
年 400 円 と いた し た く 御 了承 願い ます 。 HARICSESNVOSBRESAS ETD 
ら , 未納 会 員 各 位 の 御 了 協力 を 願い ます 。 


新 刊 紹 介 


HEARTS ( 改 親 版 ) 社会 科学 や 邊 鉄 科学 の 応用 の 基礎 的 知識 と し て , 文化 人 の 
ERED Te DICH RS NKABILRONBR ELL, PMORBLBE UCHKITEMS 
れ た も の で ある 。 小林 貞一 , HIRO BAA - HERR L HAS - HES LTB) - BEB) AS 
ORES ; ANGERS, HERO HER: RR, OVS ; 芝 本 武夫 , mb e ESE Se 
村 太 郎 , 地表 の 形態 ; 小林 , 高井 , ERO ZSE BASE, : 火 成 活動 ・ 火 山 ; 今井 
Pe, 金属 鉱床 SAMBA 3 氏 , AY - Ae - HPAES (AS, 274 8, 35050, 
TE, THREAT 1710 朝倉 書店 発行 ) CES) 


= PE RES NR 


FS3O BALE at A Dy WR PR SA Gr FE 19524 2 920 
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Bee 


FRALEY O ERD [oR 
( 満 俺 鉱物 の 研究 1) 
Minor components in manganese minerals from the 


south-western Hokkaido, Japan. 


(Studies on the manganese minerals. I.) 


斎 藤 of 夫 (Tadao Saito) 


Abstract: To ascertain the origin of manganese minerals, 
I studied minor components contained in manganese minerals from ° 
South-Western Hokkaido, Japan. and the following results were obtained. 
Ast, Bey Me, oti, Ca, av, Ceg (Na, K and.Cu etc. were detected 
‘n all specimens of magnanese minerals, irrespectively of their types of 
deposit or their occurrences. Among those elements, Sn, In, Ni, Co and 

Cr etc. are contained in manganese minerals, which occurred in metasomatic 

replacement deposits in Palaeozoics. Ag, As and Bawere detected in 
minerals deposited inthe Neogene Tertiary. But Ni, Co and Cr etc. were 

determined a little or none in manganese minerals in Tertiary deposits and 

Ag, As and Ba were never contained in minerals being formed in Palaeozoics. 

Discrepancy of contained minor elements in manganese minerals may 
be due to the condition of crystallization of those minerals. 

1. 緒言 WHRAMICR CaS, 三 の 研究 が 発表 すら れ て 居る が 
tit SL AD Fale RNC HR CISPR ES I Chi 適 俺 は V.M.Go- 
Idschmidt, W:J. Vernadsky @@8S3 OCH ZEICIK LF MOD ATH 
CBZ. EMU PD WHERE (CWORBL BBD dD, aM 
味 深 き 問 題 を 持つ て 居る 様 に 見 受け ちら れる 。 

SER ILE DD A ee ee AL HIE A HTS ( 濾 
島 生島 ) OK RED SLU Bolt OC AE ECON Z GL kD BELA SS Yimitis GA 
物 に つい て 微量 成分 を 検出 し た 。 ue 有 さ れ て 居る 微量 成分 が 生成 


es mM Oa Hh 3648 1 53 WIN 27 462 
1) 目 本 地質 学会 第 58 年 総会 BED. 
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2 REDE R LSB 


PWOMRICL b, £ORBICERE RT CLEMORD CMMICR ES 
2. BRICELERE JbBAICAU Zi RMOR RICO TILEIC 
原田 準 下り NIC) FIC Lk DFR ON CHS. PALA HR で 報 
4 L Fe ARO AREER BL IC EE CS S PU PALO Taft BAIRD AY 
式 (交代 , SUR, 残留 鉱床 等 』 並び に 生成 時 期 の 異 る 鉱床 等 20 Bera & BE 
び , 夫々 に 産 す る 満 俺 鉄 物 に つい て 行 つた 。) 
酸化 満 俺 鉄 物 の 種類 に つい て は , 反射 顕微 貸 , 酸 に 対す る 性 質 等 の 結 旧 9 


に に 基 ト て その 分 類 を 行 つた 。 


人 千本 研究 に 使用 し た 試料 は い 1 GAUZE 1 産地 に 於 ける 2~3 [HORE 
より 四 分 法 に て 調整 , 精製 し た ゃ の で ある が , KAP ORMW BRE 


= 


Fan| = | & 状 in 
10 | 渡島 国 大 松前 ZEfRCEER ( 吉 生 悦 ) AYA <7 Bk, 
ep 渡島 国 豊国 鉱山 .| Zerker Get) 7K 3H HAE Ok 
4 BEE Fae 鉱 BR (AES) FEREHEOL (+ AKTRHESR) 
5 渡島 国 WeLLSKLy oi AIR (REFS) GE 77 HS Ok 
) 11 | 渡島 園 Bey Si BR (AER) 22 38 (8 ot 
‘| 12 | PRE SaRaiROKU os 。 BR (YER) oi A or 
65 後志 国 VBS Si 須 ( 新 第 三 紀 大 山 岩 ) BE Te AS OE 
66 | eH AMOR ER CRN) Ze ji FE OE 
67 | 後志 国 Be AGEL MY sass ate 3 Ti SOK 
1 | 後志 国 SATO | Ok Je (BES, SIME) BR SA AR 
56 | 後志 国 若葉 鉱山 BM Ye ere fe we FS BE 
58 | aE BERLORIL Pe led eee | Tw FS OE 
68 | BER BEAK tsps. ke SPA) TRAWALDK (+ BRIALDK) 
69 | 後 直 国 中 歌 鉄山 CC) 硬 満 佑 鉄 (+ 軟 満 俺 鉄 ) 
70 | ea RERBOR LL aT TE aS ON) HE 7 AE Ok 
55 | 後志 国 SHOR CR eae oe) 軟 満 俺 鉱 (+ 硬 満 俺 鉱 ) 
57 | 後志 国 永 豊 鉱山 EE Serr) 水 満 俺 鉱 
54 BEB BOMMU |} » ( «  ) 7K Th FE ik 
\ 


第 一 表 試料 の 産地 産 状 及 び , oeno 
( ) 内 は 題 微 鏡 的 に 少量 存在 する 。 
DWN EBL He OS HB ERE RIC EN Po 
) EVES : GRO REG RICREC 4b, OK A, 502, 昭和 24, 1 
) TEAEEAC, 佐々 保雄 : AVES ALEC RNS 2 REO EE O—FHSe, HHE42,1935,615 


) TRIER : PPA EE RD 2, 三 ぐ 性 質 に 就 で , 北 , Oh, & 703, 昭和 26. 1 

) 本 試料 の 大 部 分 北大 理学 部 原田 準 下 教授 に よっ て, 控 集 せら れ た も の を 使用 
Leo 

5) FARR » ATH 


\ nce 
+ ic ee, 


4 


— RHERET SLAB ONEVCERMH CHS, LALLA Zn 


BA BERD OF BAHAMIC DS NC LAKE BROS ZL HAT 
FBS. a. | 
3. 含有 徴 量 成分 筆者 は 上 述 す る 試料 を 20 MOMARIC CHBL”, 
粉末 ( 約 250 メッ > ェ ) と し た も ゃ の を , Adam Hilger 製 石英 分 光 嘩 に て 
微量 成分 の 検出 を 行 つた 。 (MBE (EI, 110V, 5Am. BH 30 秒 で ある ) 
基 の 結果 を 第 二 表 に 示す 。 有 又 第 一 表 は 同一 試料 の HK, 鉱物 種 等 を 示 
選 た だ る の で ある 。 


第 一 , 一 表 より 満 俺 鉱物 中 に は , 鉱物 種 或 は 鉱床 の 型式 等 に 関係 た 


¢, Al, Si, Fe, Mg, Ti, V, Ca, Ce, Na, K, Cu Sopa teaes 
数 合 ま れ て 居る と と が 知ら れる 。 と の と と は 満 俺 が 地球 化学 的 区 装 し い 策 
居 性 を 持つ て 居 ろ と と より 考え る と , 多く の 他 の 元素 の 階 伴 は 普通 の 様 に 
考 を られ ええ が, その 過程 を より 吟味 する と と は 非常 に 嘩 味 深き 問題 を 持つ 
て 居る 様 に 考え られ る 。 倍 古 生 選 中 に 床 脱 する る の に は 特に 上 記 以 外 に , 
1~2 例外 は あえ る が, Sn, In, Cr, Ni, Co 等 の 就 床 学 的 に 高温 型 の る も の が 


認め られ る 。 双 新 筑 三 紀 層 中 の も ゃ の に は Ba, Ag, As, 等 の 低温 性 の る の ~ 


BUF BSA SM CHO, Cr, Ni, Co, 等 は 非常 微量 存在 する か が か 或 な 存在 
し て 居 な い 。 勿 論 Sn, In, 等 は 全く 認め られ な い 。 そ し て 吉 生 層 申 の る の 


に は ! Ag, As, Ba, 等 は 全く 含ま れ て 居 な い 。Au, Ge, cS stone 


に 関係 な くく, 不 規 即 的 に 含ま れ て 居る 。 佑 第 四 紀 の 生成 と 見 られ え そ 所 調 
滴 俺 土 た ついては, まだ 鉱物 学 備 吟味 が な され て 居 な い の で 今 同 の 実験 で 
CTI | \ 
4. 結果 に 圭 す る 検討 a) 録 物 中 の 微量 成分 に つい て は 最近 二 三 発表 せ 
られ て 居る の で , と れ 等 の 結果 と 江 俺 鉱物 の 場合 と を 比較 し て 見 た が , JE 
常 類 し た 似 性 質 を 示 じ て 居る 。 
ASTER OIA), 鉱床 の 生成 温度 の 相違 に よ ょ つて , 含有 元素 に 相 
FED ART EDF SUCH S. MSE UMEOSA hic ik Hite Ni, Co, 
Mo, “ASS; yi, CRIA IC Pia L CPE ATCHAD PHC BL AML SAS, 低 沿 性 
OPA hic yt Ag, Zn, Pb EASEICH HONS ERG ANTS. 


1) REALE R MOBO FICPS LO, ORRICK FA Ben) LS WR GRD AA BE 
出す る こと は 実際 上 殆ど 不 柄 能 の こと が ある の で , (反射 題 微 鏡 的 に 二 客 物 が 共 
生 し 含 つ - 居る 場合 ) BARE RODE PMO LOCHhS Lew ERG 
Bake > 
2) 関係 が ある の か を も 知れ な い が , BORMAN RIT Cll Lb AWE 6 
3) FRATE ; 本 邦 産 鍋 鉱 物 の 研究 , HHA 50.1943,82. 


4 OR ES BE 


Rio Si Be, “Ba, Sn, Cu, Mg. “Ni, Co. Cr, TieV, Ce ea, Na 
Fea ota a arte pig ec 
sa 4 oe Fee | + + - see eee 
十 es C 
Se aN wep tre esd anes apron re ns Ie” 
eee Wa taal” Aad A et Oo ert Ack este 
As Mtl Renn ae Pars TAO MR PRs の 
EMER Si Neece Sa a ale ener ter on ae (+) 
ek Seep es (eS + Utes aa I os Tie ee (+) 
See 5 ey Ge oe ames inte mea Mh iit aie) Blo iin ge (+) 
ge ey OS TS eye ee 2) 
+ + + (+) - an (se) 7s SCE) EY Ge) Git 
BOR eS Rey (2) Se ee 
se eee te — ee) a ES SE a 
He eae 
NS 
4 
EEE 
ce aa RY aH (4) (4) 一 一 — (+) + (4) -4+ (+) 
Poth Sale) =a + fe) aS 
BG eel a se eA CSE) ages Re se a totes es ice me 
HG EMR Gey SP Sy ee) ot) 


第 二 表 PRIMA 
++: 多量 (分 光 的 に ) 存 , +: 
性 鉱床 に 件 う 鉱 物 中 の 微量 成分 として, RIC Cu, Pb, Ag, Zn, Au, As, 
Sb, Fe 等 が 各 鉄 物 を 通じ て 認め られ , Cr, Ni, Pt, Pd, Mo, W 等 の 如き 
高 沿 久 床 に 集中 する 成分 は 合 有 し な いか 又は 極め て 少 い ひと と だ が 報告 せら れ 
CHE So HEIC TEAL IB PIC RNAS WHS BLAS HA DSL D By BE KS) 1d ALA 
も Ni を 含有 L し , Ag, Cu Zn Ste AwHbnkBvdD, 又は その 含量 は 極 
め て 少 い と と る も 報告 され て 居る 。 (長崎 県 西 其 杵 郡 村松 村 , 利根 久山 等 の 
場合 ) 


MN 


叉 右 災 中 の 微量 成分 と し て 9, Cu, Zn, Ba, Ge, Pb, Mn, Cd, 28 (Jt 


1) 木下 毛 城 , 詐 田 邦 産 : 低温 欲 床 に 伴う 鉱物 中 の 微量 成分 , 地質 56.1950.,423. 
2) AA, SLA, Ae. SERRE TPF GIG OV SC (IIT) 新生 代 の 研究 7.1950 


株 


— ee Nise eBid se 
BAT AHD ARO) 


NAT 
高い と と が 報 笛 せ ら ES. 


ee es = * 以上 の 議 結 果 と 満 俺 鉄 物 の 場合 を 
比較 し て 見 る と , 非常 に 類似 し た 関 

ba eis eaten ote Tn) 係 に ある と と が 知ら れる の で ある 。 
は ) (は ハー 一 ( ま )/( ょ ) — | 即ち 古 生 選 中 に 産 する 滴 俺 鉄 物 中 
=a ere eee a ge He Bony In Cr; Na; Co, 人 等 の 比較 的 
CE RE 高湯 型 と 考え を ら れる 微量 成分 が , FA 
(tH) ーー + + (4) — (ay | - どの 満 修 鉄 物 中 に 普 辺 的 に 見 出さ れ 

i OR Cy 元素 以外 に 検出 され る 。 新 第 三 紀 こ 
Sete ce eae es ts BHOtoOl(t, Ba, Ag, As, Ok 
= RASC (RPE L BAGS ROBB 

Se AIS EY dS ng, a NISCG Crabs ee ie 
SA api ree SOO Ss 量 存 在 す る か , 殆ど 存在 し て 居 な 
OS い 。 と れ は 他人 鍼 物 に 於 で 得 ち られ た 傾 
EM (Ee eR scat 向 と は 多少 元素 数 の 少 い 場合 も ある 

(G2 Oi) RAE ey , 非常 に 類似 し て 居る 。 

i と れ に 対す る 考察 は 今 の 所 資料 
| NG tected aa が 不 充分 で 十分 に 論議 する と と は 出 
Bt nt 来 な い が , BRT 2 REED HEE 
或 は 鉱物 種 の 差 貞 に よる た め に 生じ 

bye Senet BABY cir た 元素 分 布 の 相 異 で な く , 生成 時 其 
— 方 至 生 成 条件 の 相違 に ょ る る ゃ の と 考 
RN を た 方 が より 飯 当 の 様 に 考 を られ 


る 。 そ を れれ 改 上 逃し た 銘 鉱 物 , (EL URLPESAVRIC AE 5 GL, 滴 俺 鉱物 等 の 場合 の 
結果 を 相関 四 し て 考 を れ ば , 仮 物 中 の 微量 成分 は 基 の 鉄 物 の 生成 条件 と 突 
接 な 関係 が あり , ある 条件 に は その 条件 に 適合 し た 微量 成分 が 一 折 生 成せ 
られ る 様 で あり リ , 鉱物 の 種類 , 鉱床 の 型式 等 と は 殆ど 無関係 の 様 に 考え を 
られ る 。 そ れ で 滴 俺 鉱物 の 場合 , GAB AICIEST 4 bOI, Heber edn 
で 生成 せら れ た と と を 移 語 つて 居る 様 で あり , HBC HO b Obie 
的 低 潤 の 環境 で 生成 せら れ た 様 に 解せ られ る ろ る 。 

b) 今回 検出 され た 満 俺 久 物 中 の 微量 成分 の 存在 の 形 に つい て て は , 現在 
の 所 確実 で な い 。 又 含有 され て 居る 講 元 素 と 同一 の 元素 を 主 成 分 Lt Zw. 


1) この と と に 就 て は , 別 の 機会 た 詳 述 する つも り で ある 。 


1 


Gye SAR mR Re ee 


Hy asia] IR AUCHEFT ZPBIit, すべ て の 宛 素 に つと て は 言い 得 な に い が 
4~5 の 元素 に つ いて は 附近 に 同一 元素 を 平成 分 と する 鉱物 を 見 出す と と 
が 出来 る 。 例 えば As, は 四面 安 鉛 鉄 と し て (As の 存在 の BOS NEV 
Ric aim As 鉱物 は 現在 の 所 見 出さ れ て いな いて ), Ba teahti, Ca は 方 
解 有 , Cu iciegies, Pb は 方 鈴 鉱 等 と し て , 容易 た 見 出し 得る 。 し か し じ 
Ni, Co, Ti, V, Ce, HR nN Cr, SGD cid, EN GT EO 
BWAn CBR. LAURER RICS ZICHRE ERT ET SOAS 
出さ れ な いと し て る も る, Litt si ROREE RT CLAMS SLD Ch 
と 考え ら 必 る 。 とれ は より 科学 の 進歩 た より, FEOMARMDSc ees 
出来 得る か ら で あ り , 今後 の 研究 に よ つ て 明らか に な る る も の と 思う し , ZL 
、 と 過 等 の 含有 微量 成分 の 異 差 の 持つ 意義 が 大 きたな 問題 が ある と 考え られ る 
か ら で あ る 。 し か し と の と と は , MwmFWICOATCKE ¢(, 地球 化学 的 な 多 
(DEH OB RIC LO CHD CHRIS LOLS. 

C) BBL OB RECOV CAR BEARER KCK, 又 母 央 の 化 学 及 
OGLE RD AORN LCBO), と の 関係 に つと て は 有蓋 * 々 する と と 
HDR, RAR, 新 第 三 紀 層 に ょ つて 岩 有 学 的 底 相 培 の ある と と は 
勿論 で ある が , 上 玉 の 如き 理由 に より , 鉱物 中 の 含有 微量 成分 の 相違 を 直 
CHBOMBETAZTCEAERCH DO, と の 場合 むせ しろ 鉱 物 の 生成 条件 の 
相違 と し た 方 が より 合理 的 で ある 8 ; , 
> REKNORERIC £ ZA Beh IC L ZR (ca BS PBT RIC 
hee, 新 第 三 紀 麻 等 に 腺 胎 する も る も の が ある が , と 唄 等 の 如何 に 拘わら 
ま 地 域 的 の 特徴 ) 等 は 今回 の 実験 で は 認め られ な か つた 。 又 伝 脈 状 , ave 
状 等 に よる 差 典 は , 比較 すべ き 産 地 が 少く 決定 的 な こと は 言い 得 な いじ い が , 
2A LW HOSA VEE, AIL, MAAS) OAM E DO, 同時 代 
DIK KAO SK (32 shit, OW, FIRS) ORELHESLO AAS, Ag, 
As, Ba, 等 が 増加 の 傾向 に あり , HERICHTEL TES, HEBHEO Se 
WOW EC IL, Sn, In, Ni, Co SAS ifs Gyn ic MOA IC FEF ATHL FE 
に 見 出さ れる が , LDL AAS AO Bie Gh bicik, Ni, Co, Sn 等 
は 微量 存在 する か 或 は 殆ど 存在 し な い 。 そ の 代り に Ag, As, Ba, % 28 
め る と と が 出来 る 。 隊 化 菩 俺 鉄 物 に つい て も , ZEOARMEM BCT Zs 
の に つい て 各 同 様 の と と が 言い 得る 人 様 で ある 。 

3. 要 約 PMA Oh MD ARE RO TRACOM TC, BERD 
の 検出 を 行 つ た 。 其 の 結果 

1. 西南 北海 道 に 産 する 江 俺 鉄 物 中 は , Al, Fe, Si, Mg, Cu, Ca, Ti, V, 


1) 岩石 邊 の 催 量 成分 に つい て は , SHRINE RRL LOH MNT S BZ CBA 


ce Na, K, 等 の 元素 を 殆ど 必ず 含み , 更に 古 生 層 中 に 底 褒 する も の は 欠 
床 人 的 に 高 渦 型 の る も の (Sn, In, Ni, Co 等 ) を , 新 第 三 紀 層 中 の る の は , bik 
EAU IC(EIBTED &D (As, Ag, Ba 等 ) を , ee LAERICNE CHA-ER 
So TLCHREPO Ol As, Ag, Ba 等 は 見 出さ れ な い に 対 し , BH 
王 紀 層 中 に 産 す る も の に つい て は , Sn, Ni, Co, 等 は 微量 か , 殆 ん ど 存 在 
し な い 。 

2. と れれ 等 の もつ 意義 に つい て は 未だ 確 席 で は な いい が , 既に 発表 せら hn 
CE S hha chan Ll. 非常 に 類似 し た 性 質 を 示す と と を 知 つ た 。 そ を 
し て こと の 含有 微量 成分 の 差異 由 久 物 の 生成 条 * 件 の 相 四 に よ つ て 生じ た も の 
1 EAN fal : 

3. Reet DBICO い て は , 資料 不足 の た め 不 明 で ある 。 又 鉄 物 種 ) 
鉱床 の 型式 に よる 含有 微量 成分 の 差異 は あま り 頭 等 で な い 。 

本 報 次 を 発表 する に 当り , 研究 中 種々 御 指 導 を 戦 き , 過 実験 た 使用 し た 試料 の 大 部 
分 を 心 良く 貸与 下さ れ た , 北 ナ 理学 部 地質 学 録 物 学 数 室 , ER eICRR < BHR 


表す る 。 又 微 量 成 分 検出 に た 際 し, BARA eo IKE Sess 香山 勲二 


IC BML EBL EWS o 
FLAS REICH LL 7c PRO — EBS EG BIC ROK CCI ARBAL 
BEET A o (MRA SES) 


BAPIHLRO PER BRA RB AICMUYT (第 一 報 ) 
On the Mesozoic tuffaceous rocks in the Kammon District 


is 地 «32 we (Yoshio Ochi) 


Abstract: The Mesozoic beds in the Kammon district, which have 
been denominated the Suzuriishi series, are divided into two subgroups; 
Wakino and Shimonoseki. The both contain a large quantity of tuffaceous 
rocks and are classified into several kinds as follows; (A) Red and green 
tuffaceous rocks, (I) Red and green calcarious shale (2) Red and green 
tuffaceous shale or sandstone, (3) Red and green lithic tuff, (4) Red and 
green lithic tuff or lapilli tuff, (5) Volcanic breccia, (B) Dark-colored 
tuffaceous rocks (6) Black tuff breccia or volcanic breccia, (7) Black lithic 
tuff, etc. They are characteristic in geological and petrographical properties 
and in chemical compositions. 


1 序 aif 
ALEB CRAELED WR EEG (CHEMO CIEE IC PARA LZR D ZB”) 
箕 教 は 関門 地域 , 更に 北九州 , 西 中国 地方 の 中 生 代 末期 の 火 成 活 動 の 考察 
EE Hr AGA 36-45 Hh BAN 27 年 2 月 


1) FAM 2544 Ab BKWAASAARA ERS AReRA 
2) BARS : Hees 39 窪 727 


FR RK ae 


\ _ [| ies fi X é os es a> 


8 | BAM wi KES 
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FMAICHEREL TH Dy と い に 関 門 地域 に 就 い て 得 ら れ た を 結果 を 節 述 し て 
大 方 の 御 助 言 と 御 叱 正 を 仰ぐ 炊 第 で ある 。 本 地域 の 比 放 質 岩 右 中 最 る 広範 
RICA LA BCH ZADIC, MEROREE ET AZLOC, と これ ら は 従 
RATE ROR is 5 GRO PIC —TR SIU THK ED CHIT, 一 応 最も 
考慮 を 要する も の で ある ろ る 。 そ の 他 , 数 種 の 北 放 質 岩 石 が 認め られ る が , と 
れれ ら の 岩石 の 研究 は 本 地域 に 於 て 発達 いち じ る し いて 所 調 線 色 玲 岩 う と 稀 せ 
られ て 来 を 安山岩 類 そ の 他 と 関連 する る ゃ の 多く , と これ ら の 直接 関係 ある 火 
成 岩 類 の 研究 を 同時 に 取扱 う 必 要 が ある と 考え られ る 。 叉 同様 の 音 石 は 朝 
ARE, BIC Laon), LOMB ZW LEER ERE ATS 
も の で ある 。 筆者 は と ヽ ぃ で は 関門 地域 の 地質 の 概要 を た 輝 べ , KICKIN A 
_ 有 を 岩 有 学 的 た 迷 種 に 類別 し , 夫々 の 分 布 , 産 状 , 構造 及び 人 造 岩 材料 , 
(CRP BDIC ORL RGO HELEN AR AKT SICH7 Yo 

ee ee 
対し て 深い 感謝 を 控 げ る る ゃ の で ある 。 双 本 研究 の 機会 を あたえ を られ た 窟 岡 
PEBRIRA KPA, 野田 儲 夫 分 校 事 に 感謝 する 。 本 研究 費 の 一 部 は 文 
部 省 持 学研 究 費 の 御 了 暖 助 を 和裕 すき た も の で あり , 明記 し て 感謝 する ZRECD Ao 


Il 地質 概要 


本 地域 の 地質 に 就 い て は 丸大 松本 達郎 教 授 その 他 に ょ つて 調 香 が 行 われ 
て いい る“)。 筆 者 の 得 た 結果 の 概要 は 談 の 如く で ある "。 本 地域 の 大 部 を 1! 
る も の は 中 生 層 で あり , BMBRCRLONMEMHRO PRMBE に 分 
ける 。 

WEP RES) (LS RAP ORO, REPS HHO PRS HOD, TATE 
& ERG IC 8 ital te BAS S Sdn & REA TRL CAL BIC I eB 
Ree 
COBFILKABHICLOCTHIAZL, PBL OHAR URE RK AE 
it (PAD ALEC a Bee), 雑色 ( 淡 終 , WERE, I, 次 白 ) AR (数 

1) T.Kato: Jour. Geol. Soc Japan Vol 27, 1920 

2) 加藤 武夫 : 火山 第 一 稚 WA ig: BARR] «Sse We 4 

3) 松本 洋 郎 , 植田 芳 郎 , 小原 澤 之 助 , 応 地 立 雄 ,  mBM264E 4 6 Hb RSS 
会 総 会 講演 
4) 応 地 器 雄 : 関門 地方 の 地質 と 岩 大 に つい て Ub RA ESS 照 23 年 
5) PASSER : HVE 57 48 95~98ET HA 26 
6) 小 枯 貞一 , 太田 勇 : 地学 雄 誌 48 4 Ag 11 
太田 喜久 : HWE 54 2 153 BAB 23 
7) Wo — : Hea 44 4B 2 HER 1 Sd 


st 


2 a ee 


re oA oy fo: rs i Pe 


Berea, iy, oe, : メ 


God ear eee ae 


We} 


m~% cm) WAU (BREE BC a, 失 端 部 に 於 て ボル ン ヘ ルス ヌス 化 ), 
RCT FTE (WRB <p), DET, CARVES) WOES EES (ok 
シ ヘ ルス 化 ), OR EAD ee (BREE PEL CASI & Bs Cte) 
で あり ; REMBD SDS PEE E @Z CEBD HD PMBEICS AIL 


て , ERE SWIIC TECHS 3, FERRIER ASS RM 


関 市 西海 肉 ) に 流 い て 分 布 す る 。 そ の 構成 岩石 は 脇 野 面 層 要 に 比 し て いち 
こる し い 相 遅 を EL, 下部 より , MALORRE HA (—HEREET), Zs 
Bo Ue, 火山 角 克 岩 等 の 交錯 せる 層 , ATES Reta EARN 4609 Bee LES, BE 
BFA Be Lar), 98 ICP BPE IC EO CE REET OTOP 
WAILIBDSES . 。 と の 地 の 中 世 層 は その 岩 質 の 複雑 な る に 比較 し て は 概 し 
て 整然 た る 構 筐 を 示し , 全体 と し て 企 救 御 島 に 於 て その 最 北端 部 を 除き , 


N40°~70°E, RIC Cit N6O°E (東部 ), N60°~S80°E を を 示し, KEE 


PHABEICH Cit NSO E の 走向 を 示し , 一 部 小禄 曲 が 介 救 御 島 北 端 部 , 北 


島 中 部 に 和 見 らち れる 他 , 全体 と し て 北方 に 30~70 BBA, COREE 


海峡 方 向 と それ に 終 交 する 方 向 に , 大 小 の 断 麻 線 が 処 々 た に み ら れ る 。 こ とれ 
SO PABA EMPIRE, PIREHE, 石英 斑 岩 等 の 豚 岩 に 買 か れ , TEMES 
BRAS BAP ESD ALPE UE ICT う 低地 ハ 古城 山 附 近 に 協 出 し て 周辺 の 岩石 
を を ホルン ヘル ス 化 し て お り , 中 粒 黒 圭三 一 角 関 石 花 賠 関 終 岩 で あり , PIKE 
替 は 問 司 市 街 の 直接 の 周辺 部 ) FERED Hh eS Ope PH BIC EE KE 
な 和志 出 を 示し , BANKS, SERRE (BILIC ARBRE) 
SF CE DADA MLC ETEK DZ. 石英 妖 岩 は 下関 西海 操 凛 附近 に 比 
WARK a epee LO THIEL DO, CHEDKADHRE BEY, 下関 市 
大 坪 , 武久 海岸 以 北 , 西山 以西 の 島 岐 た 第 三 紀 層 が 分 布 し 後者 で は 断層 に 


ょ より 下 部 中 生 層 に 接する 。 丈 に 六連 島 の 山頂 部 に 玄武 岩 , 山間 海浜 の 漁 小 : 


部 に 第 四 起 層 が うす く 堆 積 す る 。 
TUI 淫 友 質 岩石 


ANCE RE BA”? ERTS EDIE (1) PGS SA i gl (pyroclastic — 


structure) を 時 する も の , (2) 火山 岩 片 を 多量 に 含有 する もの, (3) Hep 
成分 並び に 化学 成分 より 逆 放 岩 と 考え られ る も ゃ の 等 を いう も の で ある 。 勿 
論 を の うち に Kier, BUR GME LER, と の 地域 に と 履 ら の 昔 


| 石 が 2 な りみ られ る 。 賀 に 火山 岩 片 を 合 む る , 外 に 水 成 源 の 岩石 を 多量 合 
Hh, BERET SAAR HET ZICH ZYAPA ZS S, と この 点 に つい て 


1) 下関 市 東海 岸 に unknown Mesozoic が ある が , これ に は HAR: FEE 
D % Oph St Ch Do 
2) BINA! BA AU 4 昭 15 た による 


j Ly 
10 BRR BRE & 


—ED RBS EL CHIET ZRHIDSDH ZS, Do ZR A 7 6 BBE HR 


LEAH, WH, MAMLAL, MRICSHE RT LOH 3), COM 


は と を の 種 の 音 石 が 交錯 し て , 多量 に 存在 する だ け で な く 全 体 ど し じ て , 種々 
の 変質 を うけ て お り , £OBADPERD PBC HEEL ARES RFS. TF 
DH ROKK AEE OBICIST CBE HATH D. BERAIGO 
WTHAZERKPM CHS, 


(a) HAROREBBRRABA AMICK, FORL DELE SHAE 


(Inkstone) LYE NZLDACOMOBECH )D, HAR SMEARS 
終 色 を EL, RICK, BBRICZOCIT (bn, RICH WHE is 
ZCEMMROM CHAM, 最も 変種 に 富み , Hic, 下関 重層 群 に 司 
する も の い 間 に 著しい 産 状 及び 記 質 上 の 差 が みとめ られ る &。 BICHERO 
HE BIO THEL, 数 cm (BA), 数 十 m (TF) sharp な , ある 
い は 不 規 則 な 境界 で 接する 。 

(1) HOROKG ARAL Be EBL, 1) EPR ORE 
訂 部 を 形成 する も の で, MAAK BALAI he RERAICHEL (BS 100~ 


— 20m) 北東 方 , PIC ES 3 ICL Pe BS RHIC AL CAE BR sD HP 


EE ER 
LIC RIOR TOM EL, 2 へ 20 KOH, ML ID 整然 た る 


堆積 の 締 を 有 し , LIFLPIBRBERL CHS. MILK 38cm FORE, F 
Wiha 


OER TO NN ee 
we ti% HL, carbonitization, chloritization を うけ て , FRE ARAD 
AL MME DIA CD 0, 多量 の 石英 , ER, SDRORRA, nich 
Sh, AF SYA, BAA, MUAH, 磁 鉄鉱 等 を 含む , PRAAECB 
TS. EOWA ARE + BIZ IRD Bh, 終 色 岩 は 終 泥 石 


PAB IKICAIRE & FICASRL CREM CHS. Mee 0.4mm LPO A 


HOWE, 火山 岩 片 を 有する も, AE RREOARE BLEU L 
注意 に 値する 。 : 

eee ee eae : ii Se BED te PB D bay 
20m は 同様 の 外観 を 時 cad ee で , ERIE DO & s BORER BIC 
Prodi 6 eat Sa & HR 


— DRERAT ADS, JERE O Ade pic 6mm 以下 の チャ ー ト , 石英 , # 


fa BLIGE CLAD A, 方 解 古 の 団塊 を 有する る の あり , eee rice 
れ を みれ ば 普通 の 在 計 構造 を 示し , 極め て 微細 な 多量 の 方 解 右 , 石英 , BL 


1) Diplo pa BEM KES RO REEICEA LV 0 


Red calcareous shale. : Red lithic tuft 


{ Abundant minute granules of — Pyroclastic elements of altered 
calcite and it’s veinlet represent plagioclase (pi), hornblende and 
: the almost only clastic element. rock fragments (R), etc., in dusty © 


hematite. ca: calcite veinlets. 


peewee as 


mm 


© ee ssn 


Red lithic coarsegrained tuff Black tuff breccia 

Cz Lapilli of andesite shows the boundary part between 
lapilli (hornblende andesite;right) 
and matrix (grayish. tuff:left). 


Fw 


\ 
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長石 , 黒雲 母 , 白雲 母 , RRS, MILA L Ok ZB RIC RD ZAK 
A, 6 ({. lmm), #9 2B, Fe -—}, AA, KU GE\15~0.7 
mm) 等 を 混 5. Rae 
Me RTS ODIERIEAIE A, RARMUCIERAS OSE SLM, TH 
Btn zc tes, PRACBRAEL(, その 種類 と を きめ が た い 。 
A EIED & LS DIRT & HB & Te WREBEIC RUE Bi, TFB DIET ICZBRS 0 
(3) $8, RABE (GM, 2): FRMBNDAKRE LO SRK 
AED EBD &DCEBAAN EME ja OEIC RDA BIZ, 15~20m 
OBe CHR, HR RICE RL ie b, 細 粒 の 部 分 は 5x3cm DH 
(CIS. MUCH ICR RAD ADRS DTD, HERD BME I D> TR 
岩 質 は 終 色 を 時 す る 部 分 に 多く ; Scm 以下 の チャ ヤー トト, MEAROREH 
eH HEANOB ED ZL DiS EASA 6 IZ AS sorting は 悪い 。 そ の 間 
Ct} 20m の 変質 せる 安山岩 層 が 介在 し , COMAIRAARRA, SEA 
(ee % FA APS it HERES LOL CHIT So BRAD AAAS TIL Ova 
石 を 切り , BREALECATERMRCH 3, RACIAL IEG RIDER 
ORR: AL, AR GSU, PAR RL, JERANVED AE IC BH 
A, 角 関 石 の 他 に , BRO BRS ZAGHE BS. WET Cit ira 
WORK Rete AL WIRE A, SER, RRIEA, ARB, RUSK, BARA 
ROBEPYSH, Web CORO ARS LOR SZARPICHEA, RUIEAIE 
せる 角 関 石 , RES, AKG, SE BakveBaRELCHKIUA, K 
USGA, 少量 の チャ ー ト , ARE BREA, ANMALED. HRA 
は 最も 多量 に あり , 自 形 或 は 御 自 形 , Ka 0.5~1.5mm, Wei MANET 
SOS, 方 解 右 , 終 泥 石 に より 交代 さ れる 。 新 鮮 な る の 光学 的 性 質 よ り , 
Ab45 An45~Ab64 An26, fa )Rimit® (HWE RILL C® DO, その 量 多 
(, その 外形 と opacite margine より , 大 部 分 が 角 関 石 で あり , 少量 の 
BAe BS CU EOL BAZENS. 方 解 石 の 細 豚 が 足 き 岩石 は で ち じ る し ~ 
CUIRSIS, と の BAO AW CHES AL, 石英 の 含有 少く 
安山岩 , OK LI a IC BR EPWIC ED KRDO BHAT SCE CH 
Bo 

(4) RE ORE, POA SE FILO LE (G— BA, 3) : FB 
TUE RPO KOK Be KL HEA, AAD, LVEIC ZS 2 RIC I RH 
DRM Se WES MRE — MICK ATS. Hye, と 
SICH & Te So RICARA CHER, IRR ORY (Imm 以下 ) を 散 
在 す る も 石 基 と の 境界 不明 族 な る 場合 が 多い 。 HIRE, BEDS KIC A 
iS. WBE TE CAME, CORAL HES 4 LOR KW MINE 


pt 


t 


NN RC ce RE Co) 18 


DEFOR DH kB, BORA ABOV SE LW fae 
Ra ANBEECH D, CHHEIkCOMADMOMS L ME < KE 


| 石 , 方 解 石化 作用 の た あめ, TEL CBMGMA IN, BESO KAUAKICA 


ye 


に 変じ て いる 。 MORAL DEARICAT る 外 に 長 さ 0.5~0.2mm の 
AURA, RK, BA, 終 泥 石 及び 極め て まれ に 石英 を 合 有 する と と 
bLHS- 

BRALAA VEU SL 4s 成分 の 決定 が 難し いと 。 終 泥 石 の 源 と 確 物 は 


CHIC LOTRET STEAM CH SAS, 形状 と relict より 交 石 の 如 


く 思 われ る 。 右 基 中 に 多量 存在 し , 部 分 的 に 笠 回 状 構造 様 配 列 を 示す 短冊 
KREG &-KWPHs CORAOHEACH 2. , 
(5) Ki SRR: 前 記 の 岩石 中 に 介在 する も の で , 苑 田 塩浜 附近 の 崖 に み 


“BINS. AAPL HOFS KDR 5D ZR HA OWGNEM RIO REG 


‘ER, RIE, SEO KU, MKS, “KNODMAL DIED, # 
Ar EDSRIAARAMASP ET 2 
DED fA, ERR ABICAY, FESRIBERICIS CME LARCH 


EES SRIUADHPET So EMICBECKVAS, BM hy 71 FRA 


DRO BAGH RAEO LOMVSL4A2LY, MAAN EWAECS D 


RUE FICE SBIR (ea 4-4.5mm) A 4 (5x 3mm) AsAYERAY 


第 1 # Chemica! compositions of the Mesozoic tuffaceous 


rocks from the Kammon district (wt%) 


No. | 1 | 2 es ee ee ee ee 


SiO, 63.92 64.79 '51.63 '52.23 |51.24 58.11 58.30 54.75 60.31 164.32 
TiO, | 0.45 | 0.67 | 0.74 | 0.80 | 0.84 | 0.54 | 0.48 | 0.16 | 0.06 | 0.53 
Al,O; |12.84 12.67 |16.46 |16.18 |18.18 114.87 |18.30 [16.90 16.15 [14.71 
“Fe,0; | 3.97 | 2.06 | 4.27| 2.34 | 5.11] 3.87] 6.20] 3.83| 8.83] 0.72 
FeO | 1.47] 2:14| 4.88 $.23'\'1.79) — || $44 
Mno | 0.09! 0.07] 0.13} 0.24 | 0.08] 0.12 | 0.20] 0.51 | 0.32] 0.44 
MgO | 2.33| 3.86| 5.43! 8.26 | 6.51 3.09] 1.32] 0.78 | 2.19] 2.99 
CaO | 6.47| 5.43] 4.89) 4.46] 5.86 | 6.41 | 1.37] 8.62! 5.98! 3.91 
Na,O | 1.83] 1.52 | 1.56| 1.25 | 1.67| 3.32) 2.35 | 0.67| 2.28] 2.35 
K,O | 2.08] 1.72 2.17] 0.88 | 0.78 | 1.11 | 3.55] 2.02] 1.88] 2.59 
P.O, | n.d. ad. n.d. | n.d. | n.d. | n.d. | 0.42 | 0.05 | 0.23! 0.15 
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HO ned-|_n.d.j-n.d. 4nd} n.d, | n.d. POT EY 
EL. | 5.59] 5.38 | 7.60| 7.04] 5.63 | 6.52 | 3.94 | - 0.87| 
Total 100.24 100.31199.76 |100.7799.56 99.63 99.66 100.0599.10 |100.20 


多数 の 火山 岩 片 の 含有 で ある が , KREOAA, 石英 を ふく まな い 。2mm - 


> ghee sey ‘ y eh: i j Be Ie ats pivots ‘MM 
3) 14 / CBW MRR BE BO ー ; Rea ce 


evn iw ft PE Acie at Es 


\ 


第 2 Be Molecular proportions of the same rocks 
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O22 O20 

MnO 1 1 1 Bi ph gh: Vo ian 
4 OE SE Ene A Shree ie ae 3 |) tia a9 1 
ta 1468 1491 | 1396 | 1469| 1430 | 1423 | 1379 | 1342 | 1444 1481 


1. MOK ARS 門司 ne (Bae eR) 


2. MH AKAAS (ete Mise 
Be 3. mA kRAKA ERT (FREE) 
| 4. A ERNRIKG ” eas ON 
or 5. its RIK EBANE Seca ) 
® MMADWA BERPIby a ADB ( ヶ  ) DURSSES pi 


7. Bee BC FPESI RAR (S07 : AVE) 

8. rca, fie aN VE EIR RODE REPS AB 3) 

9. BURA LA2 SEA RPA 7 (SEA LU Oh BRAS 明 40) 
«10. eae bz Se SE aL (Veh: EE 図 幅 用 

OMVE RRA WA 3) 

CHIME CH D, SEE CA CNH OMENE FOC, PKR A, ANG 
WESKS, HEAL, WOT Lb te SAR ct SE i VET OS. Bh 
(Cid UAE IC LACAN BRERA TS. RRR WACH D 
PRE A BL, Fal EMAAR Mp oy & HELE & Fa PA HICARG 
( 自 形 1.2x0.5mmAbAn), BAI HEERA I, KS 1.6x2.5~0.5x0.8mm, 
双 品 を 示 ず も の 多く , 所 調 schiller incitusion %#4L, —-#W-Git uralite に 
変化 する 。 不 者 は 多量 の 方 角 石 細 脈 を 有 有 し, BATE O ANIC RAN 
る と と は , と の 地 の 各 岩石 と 同様 で ある 。 

(6) Bite % A SRA, FL Ae REA Pages pry Je ok [Ly FRE SY — BX, 4) 
下関 市 西海 岸 小 門 の 禁 識 合 附 近 に 露出 し , 厚 さ 約 10m, Mes 大 以下 , 角 
答 あ る 黒色 統 徐 な 角 関 安山岩 と 黒神 色 を 時 する 交 石 容 山 岩 と が ある 。 こ と れ 
BENE RED ZERO BtGh it RAR > SR EEC, 法理 を 有する 。 そ の 量 は 
REICHEL CPW, BE PICS CT OMS tA HON & SIC BAS OAL 


ete sae! 


本 完 OR 5 Se . 15 


WHEE (1.2x0.6mm), 少量 の 石英 (1.2mm), MILF (eARS PIE, PH 


A, WK, KNDDRA, RAGE Bt. と れ ら ORB De Ih 


authigenic で ある LR SH る LS 
(7) RA BRRKE: 前 者 の 脇 結 材 料 を な す 部 分 に 相当 し , その 上 方 に 
WRANICZA DH 50m の 厚 さ を 有する 。 細 粒 一 粗 粒 , PARKHEAD 
ZP VERON AMR et, Ft, BRAD MIE ALAIKICH DLS 


鏡 下 に 於 て , KURSHE SY AL BRO RM BGR. Bea, A, ROE 


ARES, HICRRARUGROSE DERZHEPCHEAR (PARK 
民 0.8mm), 石英 GRA CAPE 0.5mm), 角 関 石 (大 き さ 0.5x 


O.lmm, 終 泥 石化 ), Ha (0.8x0.5mm 大 , ウ ラル 看 化 ) 磁 鉄 鉄 , RRA 


礼 色 の 火山 球 璃 を 有する 。 

此 等 に 属す る も の に は 更に 表 種 に 富み , WAG, REET SORRA 
A DSB OIL ZS, 上層 に 移る に ホル ジン へ ヘルス 化し じ て 詳 細 は 炒 だ 明る で 
な い 。 価 れ に し て る も , BBR. ROLMEE RI LOT, COLB 
質 の 程度 が 暮し ト に ため , 同様 の 状態 を 時 する も の と 考 を られ る 企 救 御 島 の 
RO ee ee 4ECH D> 

Vie 3B fF & 
Peake aon Ae ROL R ER LOO 


rie) aN A 4 Ossan’s Al-C-E diagram cf the same rocks 
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2 FEILER EA RUMED LOE LOCKS. ERO OMAR O 
の 地域 の 同種 の 岩石 の 分 析 結 果 を 附 記 し た 。 と れ よ り Ossan の System) — 
7 従 つて 三角 図表 に 表示 し た 結果 を 第 二 第 三 図 に 掲げ た 。 

上 流 の 岩 右 は に づれ る ゃ も 多少 の 差 は あつ て る も , BRE ACTED, 簡単 に 
岩石 学 的 解 種 を 行 うと と は 危険 で ある が , 汐 の 事柄 は 推論 せら ちら れる 。- 

(1) ERO FR MBLC ST SRA ROURKE BIE, SiO,, Al,O;, Total 
Fe, MgO COWCHREEMA ONS, COTE MMR, WEP 
HEC LATS. MSWMM POCOAS, BE (SB) を 示し , 7k 
BUDA E SHIT HL, KL CRU TIC BEER ie < SO IES ti _ 
有 し , いわ ば 堆積 岩 的 性 質 を 有する に 対し て , FEUER DO 4 O— Be 
に 肉眼 的 に あら つぼ く , 選 理 が に ト ち じ る し くく なく, 安山岩 の flow の 介在 
多く , SERGERIIC (tk RICK LR & WIC LC, AE, ZOHO 
起源 の 岩石 の 含有 少く ( 叉 は 全く 有 せ ま ), BI GED b, Ben hice 
UPAR - 右 多く , ARACOMOMMIL, AMLIB CH b, 安山岩 
PEN KUBGSNOSTEE o. METH IL, 堆積 造 岩 の 通 程 を 異 
ICL, 前 者 が 普通 の 堆積 作用 に よる も の で ある に 対し て , 後 若 は 大 た い 普 
通 の 聞 放 岩 の 生成 半 程 を へ た も ゃ の と 解せ られ る 。 


| Ossan’s Al-S-F diagram of the same rocks 


Al 


© Vy FF BG BE (1.2) 
Oo F BBR BE F~5) 
る AHHH (7/0) 


1) Johansen A. Descriptive Petrography of the Igneous Rocks, Vol.1 


—-_-r °C 


: RE ee oe NA 


4 
= 5 


(2) PGE MAHOt, Fe, O;; FeO, CaO; MeO ic BSS HN 


TWH oT OIE AHR LOIS — IC HER ECD, REET AREEGO 
微粒 が ト いち じ る し くく 多く , BREUOS ALE DD w, 7 ORGEAIE EDR 
PRC よれ ば 琉 璃 より 変質 し た も の と 巻 を られ て いる が り リ ) HH LOG 
ある 様 で ある 。 又 顕微鏡 下 に み ら れ る 様 に 終 色 岩 は , 終 泥 夏 化 作用 に よる 
BD NMC, PALES TE PIER IC ES CY 30m Die 6 HL DEAR th 
DAIC ZOTAR BORE Te LC 3~5m ORE DIE AE HE DSSA BS 


RUC < PE DERE OER > A ORMMICM Ct 13m ORAL RT 


PIC 10cm hORVEAVKASAS ILS. NERO EF BIC IC AMD 


ELTRAL, ZOMFMORMEHPORME ALT 2~3cm OME 


ATS ARE RL CHS. MERORE HILTKAKL CKSZ る も の で な 


| く , その 差 は 後 の 変質 作 四 に 由来 する も の と 考え られ る 。 差 異 を 根本 的 に 


読 明 す る も の で は な く , 例え を ば 脇 野 硬 層 群 中 に 多く み ら れ る 終 色 岩 中 の 数 
cm OR AOMEAAOAD REEL C, WRECK ZIRE, HE EHO 
Boi O RAL HRGILAIS VETS 

(3) (LOH BORMOR AOI EM RIL, £ORAICOWT ORAM Be 
TDSI£ ¢, GEO CHIRK CAS, Co ee 
H2Z4, WitK* OUMROMBOK Ay PAN ICHE x FET S %O 


と 考 を られ る 。 それら を abe Ne caged aia BE LOWIEICAI 


す ぞ と と が 出来 る 可能 性 は 充分 ある も の と 考 を て よい で ある ろ る う 。 本 層状 は 
ALA Dre ASS &, 上 是 つ 変化 に と み 地 選対 比 上 困難 で ある の で , 将来 と 
の 方 の 研究 る 充分 注意 され ね ば な ら な い ぃ い 。 


Vf 語 


結局 , 本 地域 の 中 生 選 中 の 涯 放 質 岩石 は 数 種 で 分 けら れ , KECK E 
占め る , RERORELATS! RACHEL O FE MBTICB STS LOC 
FAME AAT Z 。 特 に その 後 の 変 質 が みとめ られ , その 程度 の ト いち じ る 
し いて 場 合 は 変成 内 的 立場 か ら 考 察 さ れ ね ば な ら ぬ と 考 を る 。 例 を ば こと ぱに 
ANCOR PEPE RMMOMELEEIE, スカ ルン を 有する 右 導 四 
Si, 下関 西海 岸 の 路 終 , 嘩 礼 色 を 時 する ホル ンジ ン ヘ ルス 等 は と れ に 属す る 。 

従 つ て 化学 組成 の 骨 石 学 的 検討 は , DPD. SRAEBIBL TC ORADA 
布 す る 北九州 , PR PE?) 等 に 範囲 を 撫 大 し て , 広い 立場 より と これ を 求め な 


1) 鈴木 Me: 前 出 
FBBCKER ; 地学 2 B 36~88 Ef 1950, 今村 外 治 , HRA ; BBA. 
jee | Go 小林 貞一 ; BAVA REEHES 1950, 楠見 久 ; HW SHERG 55 8 
7 AR 24 


“> 
Kl 


18 = OG WE Ym Ba RR Se & 35 


けれ ば 充分 な 結果 は 得 ら ちら れ な い 。 TPR ICH AU © ETc BIC B SK 
成 岩 類 を 併せ 取扱 うと と が 必要 で あり , か くす る と と に ご よ ょ つて 始め て 目的 
の 中 生 代 層 序 を の 寄与 と , 火 成 活 動 解析 の 端 省 は 期待 され る で あろ 3 う 。 

と まい に 述べ た を 結果 は る と より 充分 な る の で な く , MZEHRACRAO 
為 に その 成分 を 決定 し 得 な い 場 合 が 多く , HAO kb BORIC RET 
られ な いて 等 今後 の 研究 に 傘 つ 処 が だが 犬 きく , 先 慕 議 賢 の 御 指 導 と 御 援助 を 切 
に 希 う も の で ある 。 


東北 地方 油田 弟 三 糸 下 部 層 の 堆 王 還 的 考察 (第 3 報 ) 
1% BAK (BEE RBAOTS KWEMICOWT 
(iF, PETIA HAH) 


Petrogenetic considerations on ile lower formations in 
the oil-field of northeatern Japan (3rd Report). 

On the characteristics of the volcanic activity represented 
by the “green-tuff formation 


加 He 2 We (a Kato) 


V 高瀬 川 層 及 び 金 山 層 中 に 題 著 な 北 克 岩 類 


D_Esdt-s Ze nit) RR OS LY RIC EMV S IK LY GRAD HBP PEK LY RA IE 
BNL WA ORR MS ICHIES 6 CM RRICS (CRE RE RT 
BUR BEE, % ORR PEK LUNE HD ZEA Ze PEAS D & — TB RARRIC LC 
Shh, HEA ERR BORE CREA INS PEPEK IEE BERL Tn 
So CTHHOORRAE MUO KUAMROYS Crt EMOURBOPET 
る と と に LOTCHHFS MAN KAA (sedimentary facies) に 関し て は 
別項 で 詳 述 する と と ぃ いし, TA CRE LCA (member) の 単位 で 認識 
され る 茸 放 岩 に つい て 大 山岸 の 記 和 載 に 準じ て 北部 か ら 順 次 標 式 地 の る の を 
DIF MULKOM (CHA. 

1. HFA iMILMMACe He 

ar Sk ALI: HC RDS HE BI SRNR Nee 
& L CIEL Fie ZR Bune me ee 
附近 の も ゃ の (第 十 四 表 , (1)~(2) )。 2 


5 7 BD ORE GF i BS36 4 HB 1 SAAN 27 年 2 月 
1) ROUTE (LES 1 図 (本 誌 , 第 835 伏 , 第 6 B) に 示し た も の と 同じ 。 


% 
Sa ee ee ee ee 


2. FAURE Ee Pe HE 
a. HCE O ERE ts TRIS AI EAT BRR Ly EE 
ee ee On Bath) eae 
+, (3) ~ (5) )。 
b. 西 終 南 部 雄 騰 部 山田 村松 岡 附近 に 分 布 す る 妊 民 石英 則 面 岩 質 凝 次 
(第 十 四 表 , (6) )。 
2. EF Bh FH DRED ~ PSR ARENT PA, m/f}, ABE 
Se PSIRIEICIA-C eGII Ric 頭 著 な 要素 と し -CHEME = HART 
wm We RTS UO (第 十 四 表 , (7) )。 
b. 5 7 (RAC IB LCA 7 A AIC Ee ET RT SB 
DCHANICIL a. DRDERZMVOLOMSKS (第 十 四 表 , (8) )。 
c. KGRARAMBL LCE RAO REICH ei BERL 
BSA SA A RK 5B PRR BED CREANSZ LOC, FOR 
HMA (KERIB RIA) 及び 湯 フ 又 (HERREBEK 7 SY) 附近 の ゃ の 
第 四 表 , (9) ~ (10) )。 
4. FEB HH ILA ARB 
a. RVVEKAROP ROURKE UC, KAAMWIHRORG 
WAR AB IC TA “CEILI O_E 4B ESRB IC TAS he EE RT BRIS 
J ~ A eG BA BR OPHIR (最上 郡 舟形 村 ) 及び 金山 附近 
の ゃ の (第 千 四 表 , (11)~(12)), 
5. HEARSE BE 
a. SpA AHL L て 本 地 ICA Zee BRO ZR RAK 
FL Le OR A Oe ee (Tominami; 北村 山 郡 大 高根 村 ) 及び 
“LIN (Nobesawa ; ALA LUA AAEM) 附近 の ゃ の (第 十 四 表 , (13) ~ (14)), 
DLE ARAL % BSE TL EE JB BO LL AICI Le 一 般 に 淡 
CEA EWRO LOC, WICMHAORKAL L CHILE * DERE 
HE REL OA, EAL ORIHICA S REM RRE ICOM TE OR 
質 前 特徴 及び 夫々 の 岩 質 的 特徴 に LOTRKE NS BRABOL EL CHIE 
単位 で の 分 布 状態 を 一 打 し て 表示 すれ ば 第 十 四 表 に 見 る 如く で ある 。 
VI 高瀬 川 層 及 び 人 金山 層 に よ つ て 示さ れる 
火山 活動 の 超 替 
DEAF A HL OSE HD WIKRE HE CR LV KORE E Ziv 
に 柏 前 後 する 北 放 岩 の 異 常 な 発達 と に ょ つて 特徴 づけ られ 且つ 殆 ん ど そ の 
主体 を 構成 され る 高瀬 川 層 及 び 金 山 計 に つい て 各地 区 毎 に その 中 に 含ま れ 
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WARM Re RRL Niet HAY ATS, BAD 2 RRR RRO 
半 疲 長 が 示す 一 地区 間 に そ の 振幅 を 以 つ で 示さ れる 各 岩 相 型 が 包含 され る 。 
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も の 極め で 少量 . 
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0.1mm 方 の 次 状 の 
も の 石 基 中 に 散 点 す 
る 他 , 火山 岩 片 中 の 
右 基 に 含ま れる . 


Rock 


fragment 


micro-spherulitic 
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な ら 岩 質 的 に る 上 記 の 一 妖 の 火山 岩 類 と 夫々 の 地区 に 於 て 調和 的 な 発達 
を 示し 局 地 的 な 大山 活発 の 岩 質 上 の 特性 を 一 訂 強 調 し て いる 。 

と れ ら の 火山 骨 類 を 岩 質 的 特徴 及び 分 布 上 か ら 一 大 し て 示せ ば 第 十 五 表 
OM 6 CHA, EOKUAMOA ABH O45) Fi Xe KERIB ST VE 
AHOAGIK © PUR © FARMER EE CHT AHIR OFT D HD EK RIC Hie 
BYE PED Ja ASAE & EECA SE PED ABA & DSAC HICH SEE ARL, BIC 
RE PEK WA OMRF HU CLS (MRT IL ABA ORR GAT MICREEL 
is Bis 

BW HZ MUR GH KICK * FRET) BLEED FAA SEE AY CH S D> 
劣勢 釣 で ある か の 比率 の 差 に よる 地域 差 を 示し て いる と と が 指摘 され る 。 


ICMAT MLK © BPE A HB A HC て 高瀬 川 層 及び 金山 麻 中 に 含ま れ _ 


SKI ARK DIP MUL ATBO KH MT © 4 OBR * 4 ODM RET 
る も ゃ も の と し て 大 差 な い ト で あろ る うじ , 更に 赤 夫 々 の 類型 の も の が その 分 布 発 


達 に 於 て 局 地 的 な 優劣 の 差 は あぁ つて る 本 域 的 に は これら の 類型 の も の を 色 


念じ た を 共通 の 要素 を 以 て 園 預 性 を 有する ゃ の と 有蓋 うと こと が 出来 よう 。 こ の 
関係 は 妙 に あげ た 火山 岩 類 の 各 試料 に つい て の 府 長石 殖 表 の 浸 液 潜 に ょ る 


IR ミ 石 成分 を 以 て その 溢 性 方 至 塩 基 性 火山 活動 の 浦 民 を 示す 一 手段 と し て 「 


図示 すれ ば 第 二 図 の 如く 明か に 示さ れる 。 同 図 に な こと れ と associate する 
BR PEAR IH & FEC BIL OMEAIH AK & BFALL Ze o 

以上 は 単に 各層 の 水 下 的 な 質 が り と し て の 各地 区 の 地域 性 亡 至 関 際 性 に 
DW THEN EDS, 更に 各地 区 の 火山 性 堆積 相 の 示す 垂直 方 向 の 累積 関係 に 
つい て みれ ば , 少く と も 痴 基 性 火山 岩 類 は 比較 的 下位 を 占め ; 酸性 火山 央 
類 は その 上 位 を 占め , RIC RF LAPEER AIC KO CHRIS ICUS oe 
と の 関係 は 各地 区 に 共通 し た 傾向 と し て 認め られ る が , COMPBUMK & BT 
DED pF Ze HW PA ob OBE AE AC LT ALC MABEL CEE Hs PH he 
HBC BEY Zeke LU a Ee et OME Fads B ie See LU, AEA 
と の 交 層 (intermingling) 関係 に ある と と 及び , PIR OPE AMA BEeUB ch 
に も な お 且つ 安山岩 乃至 玄武 岩 質 安 山 内 の 小 訟 過 流 り を 兵 在 する と と 及び 


1) 第 七 表 (SH) 参照 。 


=e . ; に TN EE eee 


roe ee eee 


DORAL Car eee を 試み た 。 そ の 結果 夫々 の 選 の 区 分 単位 


a ee “ sees 


le eer es ieee ORME 


RCI, BEC BAT RMI BSR e LLC LIS BAKE LEO EMRE 
PEEK IEE Hic よ つ て 代表 され る に 至 つ て いる 点 で 注目 すべ き で ある 。 
FEO CRIED RE Ar EHC IB TS KIWATO oC HE RIC LOTR 


SIL MSE MEARE LU BESED ZHAI REIL ACBAYIC BARTS HYIC % SAN 


で ある か 劣勢 的 で ある か の 地域 差 を 以 て 関係 づけ られ る 一 一 連 の 火山 活動 と 
し て 現 出し , し か も 多少 と も 呼 間 的 相 素 を 考慮 すれ ば 塩基 性 乃至 酸性 の 断 
PANTS IL BATE HE CARL | LCE O_ERRIC FO CHEERED 2 OF 
し た 傾向 を 有する こと と が 指摘 され よう 。 

STAB ANRISIC IA-CHEICELE REY RO ERS LOR 
狼 的 な 交 二 活動 の 中 の 塩基 性 岩 相 型 の 最 る 後期 の も の と し て , HOMs ¢ 
は 最も 基 性 の も の と し て と の 一 連 の 火山 活動 の 共 列 の 一 員 と し て 調 入 され , 
時 に と れ よ り 上 位 の 硬質 頁岩 選 の 下部 に まで associate Le ROOKIE 
類 と し て あげ る と と が 出来 る 。 


VII 結 2h “od 
DEMS SEAM ROR B= A TAO Hh, hse OME AIO 


ICAO BLS AULEIC LOCRE SB, HORORE EROT 
PICSET SVN BROSWBICOVT, € OK WE OM ai at IE 


(CLOTH 5 IVS ASHI HES 0 OO KINHR UZ ORE OBEEETY 
BUI PED 4 a OE GC LO CHD HARB BH ONS, TVICHE 
ASNAT ELS OPP KIARA * HHL HD CHEMI ONE 
相当 し , MAHI AK, MPR BRE BOE 


— ALA LURK SOK GREASE BZ?) と の 竹 の 問 題 に 関し て は 別 
「 項 に 更 め て 述べ る TE LADO HOI FIO Ye CHA OFF Oe 


7e A aR TAR AI DACRE SUS KUTA OAHU AE D ELA bc 

る 解析 を 試み る に 止め る 。 

今後 更に 上 位 の 各層 を も 含め た 新 第 三 系 選 序 の 人 般 に つい て , その 火山 
活動 の 地域 的 輪廻 的 消長 を 追求 する と と は 堆積 学 的 の みな ら ま 第 三 系 に 関 
する 各種 の 問題 に 関連 し て 興味 が 多 に , と 選 ら に 還 し て は 今後 の 検討 を 期 


L¥Wo - 


1) BT (Ae) 参照 。 
2) F PURAWR (AF « * KEES) CMA CHICHY ST ALOL #2 bn 
早川 典 久 氏 (Sg) に よる も の は 多く は この 地区 の も の に 属す る 。 
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PE. RICBADEO LOLS O, HC HBE V3 EO REAPBIRE TEL OW Zo 醒 


4 WL OR & 


We GB RB 六 


BRTERNB PO hae = SC Hal OUT 
“Sugorokian’’ conglomerate with granitic pebbles in Oga peninsula . 
MN WL OE 
田中 半 島 門 前 部 落と 小 汐 部 落 の 間 に 厚 さ 数 m EN OBERAR BL So Cid 
BCA) に よ つ て いわ ゆる ” 双 太 麻 ” の お そら く 基 旋 際 央 と みな され た も の で あ 
る が , この 鹿内 の すぐ 上 位 か ら 産 出し た 植物 化石 に よ つ て で 台 島 期 の を の と 考え られ る 。 
RBA Dc 0 OBO 16H ABEL Sts SICBVY CE Lo PAT MPEKIIE BH KO & © 


の 間 を FD SHAAN D7 b TREO R Ra BC 8 Do 


Pale O 7 6 hea ERIC IS PAIRSIC 4 Bie 


(1) 


こと これ は は ほ き 等 量 の 石英 ・ ペ ルト A/RIE 
色 人 鉱物 成分 が きわ あめ て 少 い も の で ある 。 COMO %4 OVACRIEAK - 


赤 鉄 鉄 化 作 用 で 特徴 づけ られ る 物色 花 科 岩 


eR 


PENT he LI RO 2 OMMARET S 。 


RAROWIEMEA (An 約 5%) より 成り 有 


或 は 花 周 北 岩 状 を な し 組織 の 上 か ら は か な り の 変化 が ある が その 構成 成分 の 種類 , 量 比 


DACA CLA AAS (RE 


EM) が いずれ る deuteric ARIE EE - ee 


Gi BROT S RICHY CEL RRR LOC) So HRMIPERRERTS 


0.15~0 3mm BROMINE? Be KfSdhO VED ICH RL CRAMO CED Bl 
FICLACA TERED 4 bb OR AD PER BT S00 8 THK COMOARMORAK 


包 有 物 の た め と 考え られ る 。 


(2) 
こと これ は 
—50%) 


TO Bereta 


PNG eh 2 SOURIS SL} 7S LW ARRAS DIE 
第 2 OMIM (Eh RRA + GEIR ESIC Lh SRL AINE CH Sb, 


Oe ae し て 問題 は な い 。 第 2 DHOOM EL CHRO bh ARLE TER 
て は な お 若干 の 疑問 は ある が , これ に よく 似 た 桃色 花 剛 因 が 秋田 県 中 央 山地 の 
a と , 又 新 潟 県 下 に た おけ S “PATE TER 
A) が この 種 の 花 賠 岩 と 同様 の 赤 鉄 鉄 化 で 特徴 づけ られ る 事実 な 注 


CAN 


EL UCASE - MSE (JENS An 20 一 25%, 中 桜 部 で An 40 
ERS ROMA EROS ORERERAL 0 HIRSH SAIC 
通 な いわ ゆる Japan-type” OTHOGERENCIBT 4 o 


CHICA TORVEAIE & BR 


目 に 値する 。 


(BAPE ASEM LEMON RABIES) 


1) 高橋 純一 : BE MOHER AM, Hox Vol. 23, 1940 (Hg 15) 


2) SAL + BRA RO TERA, HVE vol. 56 (総会 号 


CO RMICWY CBA S tie 杉山 隆三 氏 に 感謝 する 。 


), 1950 (17425) 


Motte re 


. な 層 が (010) 


RyHBSRABAS 


7210, BRERA BS Fruch A J. 
_ EARS BE (As,0;) Mequi-iuclination 
Weissenberg 写真 基 他 か ら , HATES te 
数 と し で a=5,25A, b=12.87,c=4.54, 
B=93°49" を 決定 し た だ 。 こと の と 恒 数 中 た に 
As204 の 4 分 子 が 含ま れ て いる 。 SRE 
の 座標 は (x0z), (x る の Harker-Patt- 
erson 投 妹 と , (001), (100) の Partterson 
投影 か ら 求 妃 , 8 HD As 原子 は 2 組 の 一 
般 4 回 性 位置 , 即ち x=0.258, y=0 102, 
z=0.040 ; x=0.363, y=0.352,z= 0.00 
7 に , 叉 12 個 の O 原子 は 3 組 の 一 般 4 
園 隆 位置 , 即ち x=0.45, y=0.22, z=0. 
03 ; x=0.62, y=0.41, z=0.18; x=0.9 
5, y=0.16, z=0.13 を 得 た 。 こ の 構造 は 
AsO; 群 の 結合 より 成り , OR FOARHEAl 
の 完全 な 帳 開 に 平行 で ある 。 
(Am.Min. 39, 833—850, 1951) (#8) 
7211, $4575 ORESRBIE (I) Cole, WF. 
Sérum, H., Taylor, W.H. 

Fae HOPED bLKRAICES 
XD BITO LOB RAR X MICH 
FELTW Ho 30% An LY) LORAOB 
右 に 現われ る 従 屋 反 射 の 位置 は ,a, b 及び 
CHT 写真 た 於 ける 位置 を 夫々 Oa, 6b 及 
び 9c, と する と ROKCHFo 


Mol% An Sa Sb Se 
48 2 18-20° 137° 
44 24 — 140 
— 22.5 21.5 140 
— 26.5 18 136 
— 22.5 DASE GSS 140 
_—. iby Pete RIA baron 141.5 
pee rt 24,5 20 139 
— 14 28.5 147 
61 18 27.5 144 


CHERL <A 

Me CRO BMAD AIT ENT So 

Mol%An = dyoo(A) doio(A) — door(A) 
0 7.2791 12.7531 6.3889 
48.0 7.3258 12.8334 6.3649 
55. . 7.3299. *'12,8209-4°6.9508 at 
61 7.3318 12.8324. 6.3604 
100 7.3492 12.8406 6.3594 
即ち 草 長 石 の 格子 恒 数 は a=—8.1353A, 


b=12.7883, c=7.1542, «=94°13.6’, 8 
=116°31.2“ ッ =87° 42.5’, BIKE (65 
y, An) は a=8.1643, b=12.8585, c=7. 
0973, «=93°83.7’, 8=116°5.8’, y=89° 
47.1’, KBAUE a=8.1768, b=12.8768, 
c=7.0845, «=93910.02 
y91°13.3' で ある 。 (Acta Cryst 2, 20-2 
9, 1951) “ORI 


7212, 99%% Milton, C., Axelrod, J.M.- 


FESR GK (Styletypite) 7c 2 GiN@ FAL 
OCHRE ALCS BART, F BEOK 
CBEST DUK OM MARIS S EFC, 


LECH Wb ACEO REM ZL . 


いこ と と を 路 調 し, SRE OS OR 
BEBACOVYT XK MAM OD IEDC ES 
吟味 を 行い , こる 結果 California 及び 
Pera BOKSFOK EMM OK CHO, WZ 
Bolivia PEOEYSFOKISEOKE.O BNSROKO 
BE CHABOCEDPIO, HSROKOR 
t-% Bie LT\ An (Am. Min. 36, 696 
~701, 1951) (HA 


7213, California 産 thorite Geor- 


fo DEAR 

California 愉 か ら は thorite の 産出 が 
写 載 され て いな か つた が , 砂金 だ 僅 つ て 
多量 に 分 布 し て いこ と が 分 つた 。 これ 
は 伯 苺 紀 と 花 賠 岩 の 恒 化し て も た ら せ ら 
れ た ぁゃ も ので, MICHA, 72 — DK 
Dh, ie le ジル コン , OP mos 
Bi, BGR Ao 本 鉱物 は 正方 粒状 
を な し , ees の 大 さ で , Bees 


mo roti, REAOMTIE 


P= 115°50.8’, 


2 @BMMRRP SB 


を 帯び ,、 叉 薄 片 は 多 色 性 を 示し , aL 
OREICERBEZ So この 様 に 着色 せる 
‘thorite ORAM bE. COIL 
WPT ee AAS Oe (tes SOO), 6 Ah aaa 
析 の 結果 は MgO 0.012, PbO 0.09. Fes 
O; 0.63, AlsO; 1:25, ZrO, 0.07; TiO; 
0.10, ThO, 69.16, U;O, 8.43, 稀 土 類 
0.52, SiO, 15.96, H,O 0.82, 計 97.24 で 
ある 。 比重 は 6.16 °c, ER 同 KID 
HIG OZEEL, 1.820186 で ある が Bi 
 EROAVY FHORUME< 1.76~1.79 
GC, QUBRAO RITE < 1.87 で あぁ る 。 複 
屈折 は 0.005 ~0.015 で ある 。 (Am.Min. 
36, 129—132,1951) Oe) 
7214, eH huitonite Pabst, A., 
Hutton, C.O. 

Ass ThSiO,O HAG ARI, BRAT 
格子 恒 数 は a,=—6.80A, b,=6.96, c,=6. 
54, 6=104°55’ で , 叉 究 間 群 は Cp —P 
2」/n で ある 。 屈折 卒 は «==1.898, B=]. 
900; y=1.922 6, 分 散 は r<v, Fh 
は 2V=259, 光学 的 方 位 は Y//bZ は c 
Cit <, MAW V- 2 RARL, 
HHS 71 CHSq S=aro-F7YFO 
South Westland C7#H#OWIC, IEE, 
BA, Cray, FRYGR, Sere 
し , 大 さ は 0.2 FEE CHA 仁 学 分 析 
の 結果 は ThO。 76.6% , SiOz 19.7, Fe205; 
1.2, MnO tr., P20, tr., Ce,O; etc, 2.6; 
at 100.10 本 鉱物 は 正方 品 系 型 の thorite 
と 同質 異 像 を な す 。 好 ち thorite(ThSiO,), 
ジル コン (ZrSiO4), ゼノ フタ イム (YPO,), 
YVO4 CaCrO。4 (37EF BSAC he L, hutt- 
onite (ThSiO,), モナ ズ 石 (CePo,), LaP 
O4, PrPO4, Na PO4, Bi PO4. reer 
(PbCrO,) SCR AELRICIA So Ric, 本 
鉱物 は 発見 者 Hutton 2B RT AR MIC 
命名 せら れ た 。 (Am. Min. 36, 60—69, 
1951) (Kh 
7215; ウラ ン ・ ト VOLO X BAR 


Pabst, A. 


トリ ウム 右 を 始め て X 線 的 に 研究 し た 


Vegard (1916 4) (Afi °C HEN DUIS AP 
り し た 像 を 得 た た あめ に , FIR AD 


る 事 が 出来 な か つた 。 Boldyrev (19384) — 


は Norway の L6év6 BeYCOVWWCHRE- 
真 を 撮影 し , WN RA RhHNSAT li Me- 
tamict 即ち —KMICSEB HELD 状態 に な 
る た あめ と 老 % た 。 散 者 は New Zealand, 


Gillespie 産 の 新人 鯉 な ウッ ラン e hUY RA 


COMMS Rai lL, ジル ュ ン と 類似 す 
DLLME Wo A ao=7.12A, co 


=6.32 OER Ra HIC 4 THSIO, SE ] 


れ て いる 。 C&C Thieh/7 gw U Ce 
換 さ れる 。 比重 は 6.7 で , BRS D 
way & RR? I4/amd で ある 。 
(Am. Min. 36, 557— 562, 1951)(*#) 
7216, California | Yosemite 
EABEOREA Hutton, C. 0. 

haikAds Yosemite 医 立 公園 の 二 ヶ 所 
で 発見 され た 。 一 つ は Aspen 谷 の 北東 方 
—llimD Long Gulch た に ある 狭い ペグ ゲ グマ x 
イト 脈 中 に 産 し , RIAA @ =1.769, B= 
1784, y=1.791, y—@=0.022, pie veal ee 
2V = (—) 60°, RUSHES r+>v, 多 色 
性 は Z== fe, X= 淡 黄 福 色 , 比 軍 は 
Dao =3.87 で ある 。 他 は Ragged Peak 
OPM AR—-TERA A F< RA RD 
FeahIcd 0, 屈折 卒 は «=1.791, B=1. 
815, y=1.822, y—-«=0,031, Z2V= 
(—) 40°. r>v, Z=}R Re, X= 淡 視 色 , 
D22'c==3.95 で ある 。 Wisse, Taye 
酸 で 容易 に 分 解 し , Bk 0.6% Mno, 
後者 は 6.742Mn0, 2.0222TiO。 を 含む 。 
(Am. Min. 36, 233—248, 1951)[ 大 礎 ) 
7217, 3 OIG S NIH OBIE 
Claffy, E. W., Schulman, T. H. 

基 を 置換 し て , 活性 元素 (Mn, Pb, Ag, 
Cu) を 沸 石 に 入れ る と 沸 石 は 入 工 的 に 発 


‘< -- 
I ae De. 


Seren pater 


HURT BNC So WARE Cu BRL 


A gi CX PRRRRR CH ABEL EICRIET SB 
RICCO, BKB Sh, FOU 
外線 で 発光 する 。 Mn WH, Pb 湖 石 及び 
(Mn+Pb) 沸 石 は 普通 の 含水 状態 で は 発 
光 し な い が , ARTKERICISSSL < FESCHEL 
な る 。 Hic 基 の 置換 Snicwaics# 
われ る 発光 性 は 含水 状態 の 時 と , BRAK 
態 の 時 と で 遡 た な る 。 これ に は 湖 石 の 結 
SRBEA OPEL BRAD BURT Do 

(Am. Min. 3 #,272—281, 1951) [大 森 〕 


BOS BK Se 


7218, ER ACOMAERICKI SBS 
Poldervaart, A. Hess,H. H. 

MLK ROMMROF Ho sin 
D> DBAS, その Ca に 富ん だ 物 
(augite) と Ca に 逐 し い 物 (pigeonite) 
と の 二 つ の 畑 石 相 の SODRAT 1-7 
の 相互 関係 に 就 い て 述べ て いる 。 HO 
PIAICESEL CHUL, 又 後 者 の 相 は 
HEAL T CS AEM L LCRIINS 
が , 二 相 聞 に は , 相互 に は 反応 関係 無く 
其 の 関係 は 部 次 (exsolution) D¥#2 CH 
Hans - ee hSenNseAeb ROM < 


ENC So [BACH Lich Als, LO 


BOEDICGHOMICHRAICK), より 
Sere (order) な 構造 を 取り , “BAA 
(LSAHR ALLE PAY HEA ARAL, 

RWHOBS SAIN Z0 HLORRAD PR 
は 一 つの 相 の 中 に 他 の 方 向 性 ある HOW 
eC, RARE & PBR Als (100) C7 
Fike, CFAY MAL TARAS (001) 
PATICMAIRT D0 そし て 前 の 場合 
は 両方 の 構造 た 共通 な 面 で あぁ あり, BO, 
ASO AE RES BTL THO 
MICt AY AML BFC 依る の で あ 
B51 bo 併 し 実際 に は LLORAS eK 
FCIAC BEB CHS, KU CLES 


ee ae 


“CHTAD BAKO PDO MELCHER 


D, SHERBUE GC & NSE Ch SENT 
いる 。 IEICE (XL Guimaraes #8 
fee AiLVEAA (hyperthenization) CR 


ACSA HO RRA PEPER CHEN YC O ASH 


用 され る に 区 し , ROMS HBO wR 
は 総 べ で の 岩石 の 煙 石 の 関係 を 同一 の 基 
礎 で 説明 出来 る と 述べ で て いる 。 (Jour. ' 
Geol. 59, 472~489, 1951) [島津 
7219, Late-magmatic stage に 
WITS SKRORES Chayes, F. 


BEIT) Kadh CIARICIBD 合 つ そい る 時 恋 
RED TH SE. 原 欲 物 と 基 の 恋 代 : 
生成 物 と の 割合 は 一 窒 で あり , LEE 
が 固 相 と 分 離し た 後に 変 代 反 応 が 行 は れ 
くば , MAO RISUI RE ChO<S Eb 
る 。 こ の 見 解 の も と に 著者 は Vermont 
の Barre 産 granite 21 個 の 試料 た に 就き, 
plagioclase Z#AARL CL mu s- 
covite ED RIWHBARD, Sheps 
BMICHA 2GOAAICOXS—-ECHS 
改変 代 反 応 は first or late magmatic の 


も の で ある と 述べ て いる 。 (Am. J. Sci. J 


248, 22~36, 1950) [植田 】 


7220, RIB SMOHA;: Walton 
M.S., 0’ sullivan, R. B. 


Connecticut }}| Clark-Barone 4A 


で 見 られ る 粗 粒 衣 武 岩 々 床 中 の WAI 


CHEVY CHO BEARER RO tn <¢ 説明 し 
て こい る 。 HAI XRD ART CUES BFF 
つ で て いる 時 , HOP TRAOME 
か が, 粗 粒 六 武 岩 の 割 目 に 費 入 し て 来 た だ も 
DE, COPA OAD mls. 
AZRAODWHEINCEALDCHS0 WR 
BED BRIT COK, Re SO ER are, 
(ERE CIAO S Bhat ES OBEA 
機構 の 説明 に も 適用 され る と 云う 。 (Am, 
J. Sci, 242, 1, 1~21, 1650} = (Aa) 
722), RR AMTCROMNZI MS SB 


py vee oe a) an) a eee 7 


(RAHI Mars, K.E. | 

Sweden #24 leptite, Flita, Bab 
(GHA. EMA, BRAROAK ACIS 
Ahm, Hk, lia TS, rie 
Ak Citta, Bia) Sash 18 et, 
BIBL 23 箇 計 41 HOBRAMC OW 
て Cyo/Ciz OMIM EFL CVS こ 
の 数 値 は 既に 発表 され た Rankama, K. 
(Jour. Geol., 56, 199~209, 1946) の 結 
果 と よく 一 致し て 居り . 著者 は この 点 を 
明記 呈す る と 共に , FICHE CA Cis/Cis 
Ofe & COW VARY & OBS aC 
Do これ に よ ょ れ ば , 1) GBD Ci2'Cis 
値 は 2 を 除き 90 以上 で 石 次 岩 類 の 90 
以下 より 高い 値 を 有 し で て いる 。 2) Alka 
FA) Cyo/Cist(E AURA HERD 4D As 88. 
4~99.1 で 古生代 , FBLEFRD 88.1~89.3 
に 比 じ 概して 大 きく , 3) —FEBMO 
Cyo'Cys は 前 宗 武 科 耳 培 の も の が 88.4~9 
2.5 “GHIA BE OICK LL, 中 , HERO 
も の は -91.8~92.4 OFA HCL DS 
\MER RL TW So (Jour. Geol. £9, 
131+141, 1951) CA 
7222, MMAKARBORURNDERETS 
に 便利 な 方 法 Mathews W. H. 
適当 に 選 ら ば れ た 火 成 内 の 試料 を , A 
THSICKARRL CHEF RIESE, CORR 
AS(I ACSA BUS & PMR BIRR ET 即ち 
ASL. SiO, FFAR HVE SHI 3 
の 何れ に ゃ も , 特有 な 曲線 で 示さ れ て で て 居り, 
と の 曲線 か ら 同 じ 組 に 属す る 他 の 岩石 の 
近似 成分 を , 分 析 し な く で る も 知る こと が 
出来 る 。 MAO SERICIARNT Aled 
KET —- 7S, 試料 は 少量 の 代表 
的 な も の を 用 いる 。 (ERR ARE 
し , COURMAAS 2s CMEL HHA 
か ら . SiO。 量 を 求め る 。 (Am. Min. 36, 
92-—101, 1951) (ee) 
7223, KR GOBBI S1(tBRD 
@ig{E Dennen, w. H. 


KBD BABIES SBE, © 
RERLCWSRAICELS 接触 効果 を 
拉 触 部 に 於 ける 化学 成分 の 変化 か ら 考 宗 
し て いる 。 試料 は 接触 境界 線 に 対し 乗 直 
な 線 に 洗 つ て 数 イン チ 多 取 せ られ , 普通 
1” 毎 に 分 光 分 析 法 に ょ よ つて で 分析 し ALFe, 
Mg, Mn, Ca, Na, K の 守 量 を 行 な つ で い 
る 。 こ と の 研究 に 供 せ られ た 岩 右 の 福 合せ は 
trap dike—hybridized gabbro-diorite, 
granite — porphyry, granodiorite— 
quartzite, diabase dike—trhyolite, di- 
abase flow—arkose, granite—shale 等 
CHBEIC OS ROB LR 図示 し て い 
Do CORERROR IC EDPIORo | 
1) 岩 右 の 化学 成分 が 類似 し て いる 場合 に 
は 化学 成分 上 の 接触 効果 は 殆 ん ど 現われ 
TREN 0 2) この 効果 は 両者 の 成分 が 異 
0, BOMAO GETS (温度 勾配 ) が 大 き 
い ほ ど 医 し い 。 3) 両 岩 中 の 成分 の 移動 に 
(UEP Ba HO IK5 © (ER & Bi せ ね 
VE7E 6 FeV (Geol. Soc. Am., Bull, 
62, 547558, 1951) CHA) 
7224, Maine ji] Lord Hill ペケ グマ 
RA bh OWRERBMOHH Woodard, 
iets 

この ペ ゲ マメ イト は 南西 Main 州 の 
Paris-Rumford 地方 た 分 布 す る 一群 の 
ペグ ゲ マ イト の 一 っ で あつ うつ RYT 
4 bau BSERINICRLA OR RAH ICE 
大 し た も の で ある が , 石英 , AB, & 
欠 民 石 の 少量 が 母 岩 中 に は いつ て で て, ペケ ゲ 
VA4 bOMECOIRMO 76h aha 
EUCW So 母 岩 と の 局部 的 同化 作用 が 
ペグ マタ イト の 最 外 帯 を 化学 約 に 変化 し 
温 生 し て いる 。 RY TRA OPES 
EAR EIA CIAO FRO SH 
LOM So HIRSCH bh, - BIR 
の 境界 帯 , BEM UPB OD Hutyes LO wy 
b, cleavelandite & <-—% 4 ROZEER 
体 は 中 心 部 の み に 見 られ ,! WH BSBA 


pat ® 


WHDMICh, 多数 に 見 られ る 。 CON 
ゲ グマ タイ ト か ら 24 種 の 鉄 物 が 探 集 さ れ , 
又 こ れ ら の 共生 関係 が 決定 され た 。 

(Am. Min.36, 869—883, 1951) (#8) 


金属 鐘 床 皇 : 
7225, 鏡石 に 於 ける 組織 及び 鏡 折 福 造 の 
FE ESS Schwartz G. M. 

VHS MAOLIAEM MO ho 
構造 た 関す る これ まで の 二 三 の 分 類 潜 を 
紹介 し て , CHICHAIRMZSERC, 閉 
者 自身 た よる 分 類 を 表示 し , BDF 
つい て 定義 を 与え , HOBBES ANE 
を 握 げ て いる 。 これ に よれ ば 先 づ 鉱石 の 
組織 を 初生 組織 , 二 炊 組織 , =BRATEREM 
OSKRBEO 4 つ に 大 別 じ , HICLSe 
fx 22 8, 17%, 6 RU 6 ICH 
か く 分 類 し て いる 。 PZ IEBRAEREE 1) 
結晶 学 的 共生 組織 a) 格子 , HEA TKR 
RV EF <Y ATF y FYE b) SPT 
TRHERE, c) 連続 配列 組織 2) 細胞 状 
又は 網目 状 組織 , 3) 懸賞 状 組織 , 4) 桃 葉 
状 組 織 , 5) 位 共 融 父 は 交 介 状 組織 , 6) 共 


析 唱 組織 に 分 けら れ て いる 。 (Econ. * 
Geol. 46, 578~591, 1951) (ZK) 


7226, AKBRORBHAWRES 
Gordon Smith, F. ’ 

熱 水溶 液 の 流動 方 向 を 決定 する F K 
OPERA Teo BDIRAAO AIC a 
SHOW DRAB MD EE ee HE 
SABC L ORBEA EDHE ick a 
HWM DEAe AW L EAAMBIC ko 熱 
NAO RDA BEE AE Lice 実 
fle UC Mclutyre 及び Lamague 鉱山 
に つい て この 方 法 を 適用 じ た 所 熱 水管 液 
が 400: 気 圧 | MED EFI IEE CLA 7c #8 
果 を 得 た 。 (Econ Geol. 45, 62~69. 
1950) GIT) 


7227, Montara ji] Butte HOR 


44, 465~484, 1949) 


ey 4 Ra oe) oe 
Fae a Ng Wolo y “ ‘ 
ete fi f a ae " 3 5 2 
SEDs: BR “ppd 
を 充 堀 し た も の が 交代 体 に も, 変 代 し な RAE SE BS Reno H. Sales and Charles 


Meyer. ; 

Butte He ATO Gk HR A Aap L 7c PARTS 
BORBREY YHA LC AE e OF | 
度 の 変質 作用 を 及ぼ し て いる が な が, HOS 
REI IRC Cu-Fe-S 系 鉱物 の 分 布 , 
組織 に ゃ 一定 の 変化 が 認め られ る 。 BH 
は 溶液 の 性 質 が 始め より 終り 迄 ほとん ど 
変ら ちな か つた も の と 仮 冠 じ , 母 岩 の 変圧 
に 供給 され る 溶液 中 の 硫黄 が 変質 の 進ん 
だ 対 岩 中 を 通過 する 時 は あま り 使 用 され 
7a, Fes FETC URES 2S LZ 0S Ok AED 
KAMER RIL LRSEL Z ® IC IIEN 
実験 に より 実 詳し て いる 。 (Econ. Geol. — 
CYT} 
7228, Michiganl] Keweenawan 
MOBS POF RIB, ME, TH 
#8 RU 8 Henry R. Cornwall. 

Michigan 中 の Keween awan ##IChR 
する 100~1400 feet DB SICH 107 
DEES L 0 47 ヶ の 試料 を 探 取 
し 大 の 中 に 人 入 ま れ て いる チタ ン 鉄 欲 , 磁 
GK, TE, 及び 之 等 の 共生 体 , 鋼 の 
硫化 物 , 自 鉄 銅 , 黄 鉄 鉄矢 の 分 化 及 び Ti, 
Fe の 分 布 を 推論 し た 。 FED Lan Ao 
の 共 年 関係 , 生成 順序 に つい て 訪 述 し た 
& Ti, Fe の 分 布 に つい で 府 明 し 鉄人 鉱物 は 
燈 岩 の 厚 さ に 無関係 で ある が 自然 鋼 は 溢 
い 愉 岩 中 に , 銅 の 硫化 物 及 BERGE (TIEN > 
WEG HICE < fil Cid) LTi. & Fe 
の 視 合 は 燈 岩 の 分 介 程 度 に 関係 が ある が 
第 二 鍛 と 第 一 鉄 と は 放散 する 揮発 性 物質 
eR CWS & aL Tl So 
(Econ. Gecl. 46, 51~87. 1951) (iW 
7229, Mexi-o の 鐵 鐘 床 の 分 布 Tecdo 
ro Flores ; 

Mexico の 写 要 な 鉄鉱 床 は 大 陸 南 部 の 
ABE, まれ に 北東 部 高原 の 中 心 部 
ICG LTV So GRRE BEA (1h 
a, Bike, ev 7 =78) そ を 噴出 岩 ( 安 出 


4 


D6 


MN 


ha Sy ee ee 
AMR ESB 


A, 流 紋 岩 ) ROAR OC Heme ne. 
ERCP CH S50 BAD Mexico 
の 地質 , 造山 澤 動 に つい て 略 述 し 鉄 床 の 
RIC kD 1) ZAR, 2) 接触 鉱床 , 3) 
DREAD IRIC TE L ZS ON YC SETS RR 
床 を 説明 し て いる 。 GRO aie HEMI 
より 示し , 63 OURO MAK OM ERE 
及び 1903 年 よ 9 1946 Bao sor, BK 


\ 


OPERA SEFRL CVA (Econ. Geol 


A=, 105~126, 1950) CLT 
7230, 73 SPIGA 調 橋 
= 

路 大 湾 一 帯 よ 9 令 田 半島 に 互 る 砂鉄 鉱 
床 に つい て で 論じ, その 殆 ん ど 大 部 分 は い 
DODD 次 砂鉄 "に 属し “UDR” & Hp 
HNS b OMB CHD CHO, これ 
OD WERKE! RISO © LMAO FAL 
SADR TAS LSE OC, 適 
当 の 地形 の 下 に 堆積 し た も の で , 現在 此 
の 附近 各地 総計 1 7 AReoKZEA 10.000 
顎 肉 外 の 産出 を 見 て いる 。 その 理 距 量 は 
2000.000 頭 程度 と 推 考 せら れる Hed 
Do 

何れ の 鉱床 に 於 て も , 選鉱 を 施す こと 
7x < LD CHURIRGE & Te O18 DS LOADS FA 
され , これ は より 低 品 位 郭 と は 明瞭 な 界 
面 を 以 て 界 し , 多く は 10 WAAD IR 
と し て 見 出さ れる が , 上 財 に は 1 米 , 稀 に 
2 米 に 及ぶ 厚 層 と な つて FEL 此 の 間 
殆 ん ど 全 く 兵 み を 示さ ず , BCNS RR 
DUIS NE I, その 品位 磁 鉄 録 
90% 肉 外 に 及 ん で いる 。 然し 征 ら 鉱床 の 
大 部 分 は 砂層 と 互 誠 を な し , Seb OAS 
均 品 位 は 5 % 内 外 を 示し て いる 。 HSK 
よう り 9 出 鉄 し た 人 鉄 石 の 分 析 値 は Ti 8~14% 
Fe 40~55%, Si0,6~18%, Mn 0.4~ 
0.6%, P 0.2~0.4%, CaO00.5~1.7% で 
ある 。 (北海 濱 地下 盗 源 資料 1, 1 25,5) 

. (山岡 】 

7231, JBOSS SK He 


“RH RA ae WRC IE & PALL 
FAC HEATER BT © HRMS 
に 蛇 紋 岩 帯 の 東西 両側 の hea 


ICIS 5 BERS, 沖積 大 中 の 砂 百 金 に つ - 


いて , EORROS AB, HUSK, VERE, 
SAAT OG, (hake DO EABER, BK 
AOPBSOth, 各 鉄 床 に 就 い て 詳 述 し 
本 地方 の 砂 百 金 と 呼ば れ て WS SOULE 
Pally a7 SS 
(LEA Fit Cd DB LGN TW Do (同上 , 2, 
昭 25,8) CLR 
7232, MBBUOLB RR ANTEIKAS 
PRGE By 守 永 健一 

HbSe7k, Bt AKRONLHO AICO 
て , PH, SO,” KRU Fe SRK x WEL 
HER ORAL io その 結果 
SUR WRAL TAD FE SELL HM IC HS 
いて は 他 の 石英 安山岩 , 
LT, RC SO” PBOSRAHL, O 


“RPP ESO,” BODReLSEXARS 


有効 な 一 指針 に と な る と 述べ て いる 。 (AE 
72, 398~402, 1951) ERAN 
7233 fe SoS US SB Hh eb RB APO A 
BOBRUMGONHA ANRKA, 藤原 
$hS, RES 

Pepeon UPB Baw OH areas ROS 岩 右 
DRG RRAS eT OTe bh, GRICE AA 
中 に 含ま れる 微量 の Ag と Cu を 定量 し , 
それ 等 の 関係 を 検討 し て いる 。 GIRO EE 
央 に 対す る 伝 化 作用 は 相当 SERRE CHI 
達する よう で あら り 又 母 内 の 種類 は BHILIE 
用 に よる 微量 元素 の 分 布 に 明らか な BB 
は 及ば さ な い よう で ある 。 (日 化 71, 46 
7~471, 1950) CRAIID 


Ah oe RB 


7234; FILMIOHI, AMROPATP 


ルト Tasman, C.E. 


和 50 箇所 の 油 徴 , 琴 其 及び アス フラ ルコ 
PRBBNCOWVT, その 地質 時代 的 分 布 


~ 


Bsc 


i di ee ee ee ee ee ee ee ee 


; 


sin Hid 


Pete ee ee ee eT ae a, 


有 | を 線 合 し た 。 CHER FRY RDO 
“WCE, Lome ay RUSS 


の アス フラ ファ ルト , —B-BREROSE 


Se aS 


COM HARK OPSHHOWE HL 
PROT ATT BR, MBO WER 
BROT ATT W bMOICA HIND も の で 
は 1940 年 乃至 1948 ICHAT S HES 
が 挙げ られ る 。 WHOMBCHB=EKO 
る も の 33, 中 生 代 の も の 18, 古生代 の も の 
472k bh, 各地 質 早 代 に 関係 する 蛇 


Ra, 玄武 岩 等 か ら ゃ 7 HOA IHS 


れる 。 WEO the ee Rige の 東方 22 終 
の Mapavri PHA HASH (Bull. 
Am. Assoc. petrol. Geol., 34,8, 1950) 


. (mF 
7235, Newcastle BABOVRBE 
RUBS BOM AZ Summerford 


H.E., Schieck, E. E. Heistand,.T. C. 
: yAA sy Th Mush Creek Xskull 
Creek 地方 で 特に 題 著 に 認め あら れる 如く 
この 地方 の 上 部 白 西 紀 に 属す る Newcas- 
tle Wawa * 相 及び 頁岩 々 相 か ら 
な る 沈 策 相 の 変化 が み ら れ , これ が 油 及 
ORO RICEAT AS Ck & 明か に 
し た 。 こ の 地方 の 200 伺 の 油井 試料 と 電 
気 コ フ プ か ら 本 砂岩 層 最 上 部 に WHORE 
五 つ が 求め られ る 。 本 砂岩 麻 は 白亜 紀 未 
OID Laramide 造山 運動 に 関 預 し た 皿 鶴 
構造 を な し 南西 方 向 に 2° ORAL 78 
し で て いる が , ABHOR <OWAHO 
WOK 入 は 老 られ ず 双 stractural trap 
の 形成 も る ない 。 従 つ て こと の 集 油 状 能 は こ 
HbLOWAHIEK OPES, Bk, 
厚 さ 及び これ ら の 砂岩 臣 礎 の 挟 在 に た よる 
礎 相 の 変化 が 主要 條 件 と し て 挙げ られ 
Ao (Bull. -Am. Assoc. petrol. Geol. 
34, 9, 1950) [加藤 
7236, AEP XY HISHIF 3 1949% HD 
BERL TOWR Lahce, F. H. 
。 探 澤井 の 統計 委員 会 に よ つ て 集計 さ 


ict GOW BE IC ROW CHIL 
1949 ERT 20 AR MICS 
9058 の 探 掘 井 が 実施 され た が 4449 が 
新 油 田 の 探 宜 に 使用 され その 中 の _506 


は 有 堅 な 結果 を 示し て いる 。 叉 2457 は 


BERR ICHNS SHAE ARO RICK 
施せ られ 656 WA CHO, AEH ree, 
HOARSE MOPRUIF DS 2152 を 数 を , その 
中 の 668 (3 FECHA CL RUN 194 
446 Xb 19495 Ser CH PEPE RE 
ZL, BlC—BMaAt KOPP ICEL 
て で る も 言及 し た 。 Ric Moody, Garham B. 
等 の 多数 の 人 々 に よ ょ つて アメ リカ 合衆国 
の West cost 地区 Rocky Mountains, 


New York, Pennsylvania. Ohio, West : 
Virginia, Kentucky, Tennessee, I 12 
inois and Indiana, Michigan, North, 
Mid-Continent Oklahoma, Texas Pa- 
nhandle, West Taxas and Southeast . 
New mexico, Arizona and New Me- 
xico North and West-central Texas, 
South texas, East Texas, Upper Gulf 
Coast, Arkansas and North Louisiana, 
Atrantic Coastal States 及び アラ スカ , 
DFK, ヌス キシ コ の 各地 域 た 於 ける 1949 
年 間 の 油 軸 探査 と そる 開発 に 関し て 述べ 
EA (Bull. Am. Assoc. petrol. 
Geol, 34, 995.>1260, 1950) a8) 
7237, QR 3 RRBE BO 産出 
と その 岩石 忌 的 組合 せ Krumbein. W. 
(OF 

AWE RL, 砂岩 , 頁岩 , 石 話 岩 倖 に 
FEO CTEM TS Afi * DARGA A (evapo | 
lite) DRAGALIC HED CASHEL RRA EB 
岩 の 地理 的 分 布 図 を 示し て , 海 成 起 原 の 
蒸発 残留 岩 は 一 般 に 認め られ る 以上 We 
遍 的 な 水 成 岩 で ある こと を 述べ て いる 。 
SPARE CO BEM RRB SE CHE ER 
図 を 用 いて , 区 型 に 分 類 し , 叉 この 組合 せ 
ぁ 区 型 に 分 類 し で いる 。 本 岩 の 沈 積 は 地 


rat 


i 


抄 8 tO BR Be eS ce 


ae eee pe ee 


nclinal deposit (C(iiieschiCh o> 
中 で あつ て , Fe’ miogeosyncline 中 
に 産出 する 。Craton 上 に この 標 式 的 な も 
の が あり , LRHMORBADZV | 
(Jour./Sed. Pet., 21; 63-81, 1951) 
| (HID) 
: 7238, New Mexico Socorro 
CountyRILFAICMF SPennsy!va- 
nian ® sedimentation Sidwell, 
R., Warn, G. H. 

New mexico, Socorro County 東 北方 
lcys2eF 4 Pennsylvanian oe 
Bike, Wek OTs OES 740 §R) 
HD’ HO MESO aE a 
方 法 に 依 つ て 研究 し , 堆積 の 状態 , 環境 
等 を 説明 し , 
究 の 堆 生 物 そ で ある と し て いる 。 特に 題 微 
GEESE Ze FAN CL SHER RE FAIRS 
ICAORVEFRIC L SBE) a WRN 7c (EAL 
味 深い o (Jour. Sed. Pet., 21, 3—I1, 
1951) CHA) 
7239, ABE EBBORRBA Emery, 
Ke. Ov! 

地質 学 一 般 , 特に 堆積 岩 岩 左 学 (se- 
dimentology) に 関す る 論文 数 を “Bibi- 
ography of North American Geology”’ 
か ら 統 計 的 に 算出 し て , COR xXOGR 
な 増加 卒 を 指摘 し , 研究 者 が その 論 交 全 
部 に 目 を 通す こと は 到 護 不可 能 で , 次 第 
に 極 謀 な 恵 門 的 分 野 に の み ARH LO 
BAY S PIPE IMICHE OT し まう こと 
ac EL, 
似 し た {Geological Abstracts” の 発行 
HWA CV Ao (Jour Sed. Pet., 21, 
105—108, 1951) (HA 


BREED 
7240, REBRWORERAR Beck, 
Cc. W. 


“Chemical Abstracts’ に 類 


CHB ET BR Hb A 


48 竹 と 内 酸 者 鉱物 , 1 OAT HME 
He (EGE OS AT BRE ID 7 NG Ho の 
結果 が 詳し く 述 べら れ で いる 。 ERED 
(ZROTALO 


区 Be He Re. 
BR De OE FAA mm? erm 


Nahc- H20, 


205° — 460 0.330 


olite CO 
Trona 2 170 — 195 0.250 
方 解 右 CO, 990 — 740 0.500 
Zero 7 660 一 900 0.500 
@i3E25 |CO,MgO 755 — 860 0.530 ~ 
"a \FesO, =o 785 62 0 
KO 680 — 595 0.470 
ZEWMEGK Y\n,0,— 795315 一 
# we {COs 585 — 615 0.540 
2 GK MH 1 Fe,0; — 735320 — 
BS Be -CO2 815 
CO, 740 — 160 0.505 
5 eqce | Begs OS 
Goh ie * S800e ae eee 
” 96002 = Jeane 
a CORN CEAT 
O 395 1050 
eicah ar 1 GOP ape ays Mees 
Gay-Lu- ;H,0 145 —) 0250 
ssite Von 175 Re = 
Bastnasite) <。 OCS OO 
Kischty- CO2,F。 580 — 275 0.630 
mite 1CeO> — 650 30 — 
Sala (CO2,F, 660 — 530 0.770 
Parisite NCEOs 790 20 
H20 375 — — 0.325 
OH- 440 — 595 
AGE Et MeO > ce BIO ee 
$k COs 568s E2710 
” 600 Sp 


(Am. Min. 3F, 985—1013,1950)( gp} 


A RR 


7241, BRRUAAVIA—-FAORMLB 
ROM EIS OUT (1) MTR, FERRI 

BIRD EA WORE, BML AO 
Am 7 ALLO PRED TED BUR 2 FER 的 に 
求め た o Whee & SERRE e OPES 


の Vitrit の 減量 曲線 の 立上り は じ め の 温 | 


話 及 びそ の 温度 まで の 蒸発 分 で 認め られ 
る 。 COMER MRE ILRO 450°C, 
中 へ 嘱 粘 結 容 で は 400°C 以下 で あり , HE 
Kinase (Gi) の その 温度 400°C まで 
の 揮発 分 は 全 陣 発 分 の 822 に 対し て 非 
Wika (HB) の それ は 400°C で 192, 
BAC 350°C “Ck 2022 OR eT 
Fo CORGH OR-RIZ GRO HEE (Ibi 
SB, 本 誌 , 22, 1951) Ue LcH#e 
HUE, FRED MBERIE LORI EO KK 


PF BALIKRORZICLAZLD EEA 56 


Bic K. B.S. RROGRLSRLCAR 
FAUT RO thik, WHER ER OW AR 
終了 の 温度 に 対す る 関係 及び CORNICE 


散 す する 軍 発 分 の 量 並 に 性 質 が 説明 出来 る 。 


オイ ルコ ー ク ス を 再び 加熱 する 場合 粒度 
の 細か い 協 発 分 の 大 きい も の だ は が HE 
する が , この 粘 結 性 は 構造 の 変化 に 基く 
も の で は な く , EHICHSE COM: S 
的 過程 に 因 る も の と 規定 で きる 4 RR 


mm, 23, 1951) 【 加 藤 ] 
7242 石 竹 炭田 の 地質 橋 告 に 開 す る 一 考 
察 田代 修一 : 


APRA RE BELL, EBS 
系 (RBI OWI). LEFIC LOCH 
成 さ れ , TOEDKRELDST SK 
続 は その 麻 相 及び 化石 種 か ら 荷 に 区 分 さ 
れ , FREE OR/IBCHE, WLBT. 4 
ICE, SSO. SOIC, 下部 旬 
BU, E02. LNB, Flin 
と する 。 PROMI AGLLO FA 
DRE, LEA RICCI Sh 
SLABICH L CULPA ILE A BER 
に ある と と を 明か に し た 。 HOBBS 
身 も 赤 古 第 三 系 に 属す る も の と 考え る 。 
上 記 の 各 統 に 対し て BARES E 
以 て 川 嘩 統 ( 新 第 三 系 ) DRT So 石狩 
統 は 若 鍋 層 沈 積 期 に 至 つ て 初め 海 進 が 
FFL FINE E CLT EMILE の 


WRAL TV So RV CEM 


ick DUKE EC, EBERT 
SRO IENE TRL, ARE FD 
ART BER RE CEM the 以 て 終 つ 
て で て いる s APRA AHS 
Db OM RSE, x REC. JING BD ct 
STALE DI ESRI DEC ALD AAR 


ED HER Sie WHI bo AHR 


HOMMLB2, これ を 石狩 造山 輸 細 と 
呼ぶ 。 (ARENA, AW, 
第 1 集 , 1951) [加藤 ] 


7243, BIZ SRMOWEe BLE 


域 井上 RK 
MEAG FISH CARL 大 阿仁 
AR LICED, KMINKO その 上 流 の 打 
当 吊 流 域 に 分 布 す る BCE aHIBIC EO 
て , 本 岩田 と 範 園 か 限 宗 さ れ て で いる. HK 
BIEL AE RCE LEED Bic BRL 
REICREA BAT MCA RROF 
部 を 占め , 粗 粒 玄 武 岩 類 , IME S (ee 
50~100 米 ), BU BaD bre DIL Clk 
OPEC HERERIC LO, PEA Cit Bek 
HEPC LAPMBIC LOC Hbhs. & 
FATAIRBIVEENC BEN 5 ALOR 
で , EOPAD SRL, 根 
OF, SHOR (西北 部 ), 幸屋 , VIS 
Ee (中部) 及び 中 村 , 打 当 区 (東部 ) Ope 
域 に 区 分 され る . 以上 の 各区 域 に つい て 
震 訂 農 存 状態 , RAT RAVE OFA TELA 
述べ て いる . (秋田 大 , BK, YR, 
5, 1951) [加藤 
7244. 秋田 雅 北 秋田 郡 大 阿 詞 炭田 北 立 
AL, PHS IE, 松井 害 
AHL ORDA ACRIES. 第 三 紀 中 新 世 
(Fe) に 属す る 淡水 陸 成 層 で , 本 選 中 に 発 
Mra 4600~6600 cal “CRLAEPE OHA “UR 
BEOBRICMATA CEM 明 が に され 
た . REIL FAD 4 OIA BREE 
で 1 へ 5 BH, LOG DLA LY 750 米 


4 } v 
\ aR 
710 Ba i Bi 物 isi WFR 学 会 - 
AIBC WOR EAB ALICIA | MURR So (Am. Min. 
な る 。 HERES 60 fel. ws - 36, 45—59, 1951) CK) 


集 倉 肥大 し た も の で は 中 村 地 区 の アザ ミ 
準 で 9 米 (1 訂 ) CET So RB OAL 
30° 内 外 著 し く は 水平 の 箇所 も あり , Be 
存 限 度 は 比 立 内 地区 で は 枝 ね 500 米 以 内 
れる 。 昭和 21 年 末 で HIRE te 
安全 埋蔵 量 は 35 AR, Oth = 

穴 を 併せ て 1220 Hike BTS, KEB 
ae 際 じ て は ) BORE ERT SK 
岩 類 が 地下 に 潜在 する か BO LBS 
ae で ある 。 な お , KAIRIE OD FRUIC RIBS 
BERG 2 O PARRA IE L DOANE 
対比 する 。 炎 浴 層 か ら は 淡水 介 化 右 nio 
sp) 及び Liquidambar sp., Fagus sp., 
Acer sp., Sequoia sp. ~O¢LOKn it 
右 を 産 す る 。( 地 調 報 告 , 138 %,.. 昭和 

26 年 ) CN 


(it 


SR S 


7245, Nertonite BROR EER 
Beck, CG) W.,, a PAZ i 
1948 年 2 FR 18 理 午 後 4 時 56 分 た に 
Kansas. Nl と Nebraska MOBIC ZS 
Norton (CARER RBH AD YS FLico これ 
(SHIRA CHRO B ECHO, WEFO 
AM SHICRKD LOCH So 重量 は 23 
60 ERED EG, Aubr:te と Cumberland 
に 落下 し た whitleyite の 中 間 種 で ある 
DG, 地 各 に 基 い て nortonite Yaad 
れ た 。 AIRWICHBGEEICHILL, BES, 
(SURE C GSK b AUR DAE a k 9 
成る 。 こ の 下 に 小 球状 の Ni-Fe と , HH: 
KO Ars? SAIC EA, A BASIE GS Bie 
棋 石 も 認め られ , ATK + LMA 
DEES So PAHO vsti x 0.2~17. 
7mm で , © OD RB LSER AMET 
Bo COMER # FH, Boisse, 
Farrington 及び H. Brown の 支持 する 


7246 Pace Fol bes L Conmen 
Fleming, (CRAs 
OR 

腔 内 の 結石 ) を 入れ で て 運ぶ こと は 既に 知ら 

れ て いた が , sees Ic LD CHEZ 

も の と は 認め あら れ て いな か つた 。 HRT 

New Zealand の 南 , Snares Islands の 

HWHEA ORR, 海 靖 が 迷子 石 を 運 淫 すす 

る 重要 な 地質 学 的 入 力 で ある こと Mie 

OPED SREB HICH SOUL こ cae 

MORE RIC LALO CHA こと を 認め 

いる 。 COMPARE E, Auckland 

Islands か ら Snares Islands j@ 130 te 

SME され て いた so (Jour. Sed. Pet. 

21, 22-25 1951.) Cn). 

7247, Marvin 民法 に よ る ERP O 

アル カリ 定量 法 KEGR 
SEES OT 2 bY IC Na,O 及び 

K,O DRE IC IR ESR Lawrence Smith 

YES 最良 の 方 法 で ある と され で いる が , 

COTTER ROME, 操作 の 技術 等 

か な り 困 難 な 問 題 が ある . 1945 年 , 

Marvin 氏 は 試料 を HF 及び HCIO4 で 

処理 し , SiO, を 除去 し 残り の アル カリ 用 

び Ca, Mg, Al, Fe S80 jBMESERBE% 


550°C ICHUEEL, 7 71 DY DOTS 


enn ic LPR ORAL, abUN ye 
: り アル カリ を 定量 する 方 潜 を 発表 し た 


"筆者 は この Marvin 氏 法 を 吟味 し , FAD 


WUBI % 600°c と 規定 し , 押出 液 ょ より の 
TAY OF MEE & 三 三 改 良し た .… 
ML, 分 析 の 精度 は Lawrence Smith 潜 
CHBSEOLPIB LCS. (fA FRE 
報告 1, 3454354, 1951), (長谷 川 ) 


\ 
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日 本 地質 黒谷 東北 支部 記事 昭和 26 EARS 会 及び 例会 に 於 け 
て の 学術 報告 が 行 は くれ た 。 

SRA 常 船 丈 田 石城 地方 の 新 第 三 系 GARE), 米澤 委 地 周辺 新 第 三 紀 層 の 
層 位 学 的 古生物 学 的 研究 (SIR), 日 本 産 Ehrenbergina の 2,3 た に つい て (高柳 
洋吉 ); 6 AWS, 岩手 県 松尾 鉱山 産 石 簿 (大森 左 一 ・ 北 原 順 一 ・ 鈴 木 敏 昌 ), 岩手 県 野 
田 至 川 鉱山 産 の 硫 装 鉄鉱 (北原 順一 ), Gigantopteris た つい て ( 濃 間 一 田 ), SES 
Rie AAO Ba iescde aa (加藤 毅雄 ); LOAMSB, 本 邦 Fusulinidae の 麻 位 
Sat ARSE ES), ARRAORARICOVWC? (SHR), 所 調 双 太 必 より 全島 
植物 の 発見 (藤岡 一 男 ), ARM AV AY ORE FT 7A (ABER - RS) 
G=-KRE) 1ZARSB, 能 次 半島 北部 の 完 唱 質 岩 と 第 三 系 と の 関係 CH —Rp), 
a ONS tees (加藤 毅雄 ), 会 津 盆地 西方 地域 の 地質 (SONIA), 
IRAE ELSIE A RPRIED 2 =(b (BARBRA S570), FeO-A1,0;- 
SiO, 系 に つい て (J.F.Schairer- \7A=), MASRWW=aY 7 SR (BARRE - 
長谷 川 修三 ); 1 AGS KEHA), BEWAEHOTEMMY SE bites GEER - mM 
fa), BRK Pes II! eee aM SBA), SRAARO Sl 
階 吉 生 物 (高安 泰 助 ・ 古 藤 炊 郎 ), 黒川 油田 に つい て (VNELUTRC), BYR aE) 
火 成 活動 と それ に 関連 す Dok RARE (MU - SHEak - Seth), 富山 県 南部 
の 新 第 三 系 (ZARA), HAR PRICES RREUBORS AICS Oe (eG 
Aa—th); LARS (se), PaaS SrBeSRaK O MEAT L ARRAY (LTR - TNR 
=), 北海 濱 釧路 国 阿寒 地方 の 地 近 (Spas), Callianassa titaensis Nagao OX feu 
(FR7m), 岩手 県 下閉伊 郡 及び 紫波 郡 の 所 調 石 英 角 表 岩 (植田 良夫 ); 2 ANS. ia 
BRUUE -Fyi te (BEIMB=- BREE), Bil LOKI O MIPS IRICBES 3. 


Sala ICH 


PH GARE)» 


す な る ぐり 化石 Callianassa meiensis n. sp. (4 


* 泉 力 践 ), 岩手 


県 赤 金 及び 大 峰 祭 山 産 キ ェ ー ぶ バ 鉱 た に つい て (MABE + BMA) 0 


TER 


eS 


加藤 毅雄 ; 東北 地方 油 


FRA OURAN BE (本 誌 第 35 伏 第 6 
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ca 


RAN 


Se a8 
B FT IE a 
151 17 is are 
19 basins dasin 
20 pyroclasts pvroolasts 
” associating associng 
22 peculiarities pecuqdiarities 
25 as well as in as well as In 
26 important imprtant 
28 predominating predominationg 
152 3 observed cbserved 
6 Shinjo shinjo 
12 acidic members acidicmembers 
153 11 ae) ae (2m 中 新 
158 1 非 題 品質 非 題 品 
163 esi 15,19,20 intersertal hye alop Ion 
165 第 セ 表 26 intersertal intergranular 
167 第 九 表 32 intersertal intergranular 
” Bt# intersertal Os 
170° 第 十 二 表 , 42,43 pilotaxitic hyalopilitic 
” , 46 augite aagite 
” ” ,49。 augite~pigeonitic augite augite 
173 as OO) 2 monoclinic augite 
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